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入園式（戸田本町さくら草保育園）

No.196
2017 年 ( 平成 29 年 ) 5 月1日

3月定例会

やさしいまちに、 なりたい。
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とだ議会だより No.196とだ議会だより No.196

保育所の整備費・運営費補助の新設

幼稚園・
長時間預かり保育運営費補助の新設

保育士
の緊急確保

策として就職支援給付と宿舎借上支援を新設

待機児童緊急対策アクション プランの推進

総
括
質
問

一
般
質
問

委
員
会
の
審
査
か
ら

議
会
を
知
っ
ｔ
ｏ
ｃ
ｏ

総
括
質
問

一
般
質
問

委
員
会
の
審
査
か
ら

議
会
を
知
っ
ｔ
ｏ
ｃ
ｏ 和光北ＩＣ

外環浦和ＩＣ

戸田東ＩＣ

戸田西ＩＣ 戸田

浦和南

戸田南

美女木ＪＣ
17

298

17

68

鍛冶谷町会館修繕

消防本部外壁及び
屋上防水等改修

新田ふれあい
噴水公園工事

新曽保育園
門扉等修繕

資器材搬送車、 災害対応
特殊水槽付消防ポン プ車

緑の外環道事業

北部球場
バッ ク ネッ ト 修繕

地域包括支援セン タ ー
（新曽地区）設置

私立幼稚園
預かり 保育事業
(戸田第一幼稚園)

戸田公園すき っ ぷ保育園
(H29新設)

戸田中学校外壁及び
屋上防水改修

川岸会館修繕

環境空間暫定整備設計

市営川岸住宅
外壁及び屋上防水改修

戸田本町さ く ら 草保育園
(H29新設)

ふるーる保育園戸田公園駅前
(小規模保育H29新設)

戸田東小学校・ 中学校改築

堤向橋補修工事

土に親し む広場
氷川町第２広場新設

さ く ら 川護岸整備工事

上部公園管理棟整備工事
イ ベン ト 交流広場整備工事

美女木７丁目
会館修繕

美谷本小学校外壁及び
屋上防水改修

上戸田地域交流
広場整備

太陽の子北戸田保育園
(H29新設)

美女木小学校
仮設教室

歩行者自転車
道路整備事業

笹目東小学校外壁及び
屋上防水改修

（仮称）１号公園１期整備工事

証明書交付キオス ク 端末導入
（市役所２階市民課）

スポーツセンタ ー 屋 内プール
新築工事設計
(H28-29継続)

福祉保健セン タ ー
健康づく り ポイ ン ト 事業

上戸田川
整備工事

平成29年度　予算マップ
コ ミ ュ ニ テ ィ バス運行補助金
（喜沢・ 川岸循環の買替え）

戸田ヶ原自然再生キャ ラ ク タ ー
と だみち ゃ ん

第64回戸田橋花火大会

第34回戸田マ ラ ソ ン
in彩湖

第43回戸田ふる さ と 祭り

前谷馬場線

市内コ ン ビ ニ エ ン ス ス ト ア
AED設置

ハザード マ ッ プ改訂

1.0 km
1:17,500

（新たに開園）　※ 民間保育所３園、小規模保育事業所 1 園
★戸田本町さくら草保育園 ( 本町 )…１２０人　    ★戸田公園すきっぷ保育園 ( 本町 )………５０人
★太陽の子北戸田保育園 ( 新曽 )………５０人　    ★ふるーる保育園戸田公園駅前 ( 本町 )…１９人 

とだ議会だより No.196とだ議会だより No.196とだ議会だより No.196とだ議会だより No.196

※アクションプランでは、平成30年４月は約550人、平成31年４月は  約385人の受け入れ枠拡大を予定。

23

一般会計 500億円   5.9％増

特別会計 263億円　4.2％増

予算決まる
平  成

29
年　度
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とだ議会だより No.196とだ議会だより No.196

《
結
果
》

原
案
可
決(

21
対
４)

※
使
用
料
の
減
免
規
定
を

な
く
す
こ
と
に
つ
い
て

意
見
が
分
か
れ
ま
し
た
。

戸
田
市
立
介
護
老
人
保

健
施
設
へ
平
成
30
年
４
月

１
日
か
ら
指
定
管
理
者
制

度
を
導
入
す
る
に
当
た
り
、

条
例
を
改
正
す
る
も
の
で

す
。

現
段
階
で
の
指
定
管
理
者

化
は
拙
速
過
ぎ
る 総

括
質
問

一
般
質
問

委
員
会
の
審
査
か
ら

議
会
を
知
っ
ｔ
ｏ
ｃ
ｏ

総
括
質
問

一
般
質
問

委
員
会
の
審
査
か
ら

議
会
を
知
っ
ｔ
ｏ
ｃ
ｏ

昨
年
８
月
に
「
受
益
者

負
担
の
見
直
し
方
針(

改

訂
版)

」
が
策
定
さ
れ
、

施
設
使
用
料
の
減
額
・
免

除
は
、
原
則
設
定
し
な
い

こ
と
と
す
る
市
の
考
え
方

が
示
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、

そ
の
方
針
に
沿
い
、
施
設

を
利
用
す
る
市
民
に
対
し

公
平
に
負
担
を
求
め
る
た

め
条
例
改
正
す
る
も
の
で
、

平
成
30
年
４
月
１
日
以
後

の
利
用
か
ら
適
用
す
る
も

の
で
す
。

戸
田
市
立
介
護
老
人
保

健
施
設
は
、
平
成
７
年
４

月
に
開
設
し
、
介
護
保
険

制
度
及
び
介
護
予
防
制
度

の
下
、
長
期
入
所
、
シ
ョ

ー
ト
ス
テ
イ
、
通
所
リ
ハ

ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
サ
ー
ビ

ス
の
３
つ
の
サ
ー
ビ
ス
を

提
供
し
、
介
護
保
険
サ
ー

ビ
ス
の
中
核
と
し
て
、
そ

の
役
割
を
果
た
し
て
き
た
。

こ
れ
ま
で
の
経
営
改
革

プ
ラ
ン
に
お
い
て
１
０
０

床
に
す
る
こ
と
で
介
護
老

人
保
健
施
設
運
営
の
経
営

健
全
化
を
目
指
す
と
さ
れ
、

や
っ
と
１
０
０
床
で
ス
タ

ー
ト
し
た
ば
か
り
で
あ
る
。

平
成
32
年
度
最
終
年
度
の

第
６
次
行
革
プ
ラ
ン
に
お

い
て
も
、
経
営
効
率
の
改

善
や
施
設
サ
ー
ビ
ス
の
向

上
に
取
り
組
み
、
収
入
の

増
加
に
努
め
運
営
費
の
赤

質　
疑

Ｑ

除
規
定
を
な
く
す

こ
と
で
、
対
象
と

な
る
団
体
数
及
び
影
響

額
は
。

Ａ
　
福
祉
セ
ン
タ
ー
で
は
、

西
部
37
団
体
、
新
曽
57

団
体
、
東
部
１
１
５
団

体
。
福
祉
保
健
セ
ン
タ

ー
で
は
３
団
体
。
影
響

額
に
つ
い
て
、
福
祉
セ

ン
タ
ー
３
館
全
体
で
は
、

平
成
27
年
度
の
使
用
を

ベ
ー
ス
に
試
算
す
る
と
、

年
間
約
３
０
０
万
円
の

収
入
増
と
な
る
予
定
。

一
例
と
し
て
、
大
会
議

室
ま
た
は
音
楽
室
を
２

時
間
、
週
に
１
回
、
月

に
４
回
利
用
す
る
場
合
、

月
額
約
２
４
０
０
円
を

負
担
し
て
い
た
だ
く
こ

と
に
な
る
。

３
月
定
例
会
は
２
月
20
日
か
ら
３
月
24
日
ま
で
の
33
日

間
の
会
期
で
開
か
れ
、
市
長
提
出
議
案
39
件
と
、
議
員

提
出
議
案
１
件
が
提
出
さ
れ
、
い
ず
れ
も
可
決
・
同
意
し

ま
し
た
。
ま
た
、
３
議
案
に
対
し
延
べ
19
人
の
議
員
が

質
疑
し
、
議
案
２
件
、
請
願
１
件
に
対
し
、
延
べ
７
人
の

※
２
・
３
ペ
ー
ジ
の
予
算

マ
ッ
プ
、
及
び
本
ペ
ー

ジ
の
一
般
会
計
予
算
の

内
訳
参
照
。

質　
疑

Ｑ

戸
田
地
域
交
流
広

場
整
備
事
業
の
今

後
の
整
備
内
容
は
。

Ａ
　
広
場
北
側
部
分
に
は
、

上
戸
田
地
域
交
流
セ
ン

タ
ー
（
あ
い
パ
ル
）
の

隔
地
有
料
駐
車
場
と
し

て
30
台
分
を
整
備
。
広

場
南
側
部
分
に
は
、
防

災
機
能
を
備
え
た
広
場

と
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
コ
ー

ト
を
整
備
し
、
か
ま
ど

ベ
ン
チ
、
収
納
ベ
ン
チ
、

非
常
用
電
源
付
の
照
明
、

水
道
設
備
な
ど
、
災
害

時
に
必
要
と
思
わ
れ
る

設
備
を
設
置
。
ま
た
、

防
犯
カ
メ
ラ
、
防
犯
灯

を
複
数
設
置
し
、
防
犯

機
能
を
強
化
す
る
予
定
。

　
　

広
場
の
利
用
に
つ
い

て
は
、
今
後
、
市
民
会

字
解
消
に
努
め
る
と
な
っ

て
お
り
、
現
段
階
で
の
指

定
管
理
者
化
は
拙
速
過
ぎ

る
。
医
療
セ
ン
タ
ー
同
様

に
新
改
革
プ
ラ
ン
を
策
定

し
、
よ
り
市
民
に
喜
ば
れ

る
施
設
と
し
て
改
善
を
図

る
べ
き
。
反
対
す
る
。

今
後
も
安
定
的
に
運
営
し

て
い
く
た
め
に
は
必
要

戸
田
市
立
介
護
老
人
保

健
施
設
は
昨
年
10
月
に
１

０
０
床
へ
の
増
床
を
行
っ

た
も
の
の
、
平
成
29
年
度

予
算
に
は
約
３
億
４
千
万

円
の
繰
入
金
が
計
上
さ
れ

て
い
る
。
指
定
管
理
者
制

度
の
導
入
は
、
民
間
業
者

に
よ
る
入
所
者
定
員
１
０

０
床
で
の
効
率
的
な
介
護

サ
ー
ビ
ス
提
供
に
よ
り
、

経
営
の
健
全
化
を
図
り
、

今
後
も
介
護
老
人
保
健
施

設
を
安
定
的
に
運
営
す
る

た
め
の
も
の
で
あ
り
、
市

の
財
政
面
か
ら
も
、
負
担

の
軽
減
を
図
る
た
め
に
必

要
な
対
応
と
考
え
る
。

議
を
設
け
、
利
用
方
法

等
に
つ
い
て
話
し
合
い

を
行
っ
て
い
き
た
い
。

 

Ｑ

内
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン

ス
ス
ト
ア
へ
の
Ａ

Ｅ
Ｄ
設
置
台
数
と
有
効

性
は
。

Ａ
　
24
時
間
営
業
の
コ
ン

ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
57

店
舗
に
設
置
予
定
。
公

共
施
設
を
は
じ
め
、
職

場
に
Ａ
Ｅ
Ｄ
を
設
置
す

る
企
業
が
増
え
て
き
た
。

し
か
し
、
Ａ
Ｅ
Ｄ
が
屋

内
に
あ
る
た
め
、
そ
の

多
く
が
就
業
時
間
終
了

議
員
が
討
論
を
行
い
ま
し
た
。

市
長
施
政
方
針
に
対
す
る
総
括
質
問
で
は
、
会
派
を
代

表
し
て
５
人
の
議
員
が
質
問
を
行
い
ま
し
た
。
ま
た
、
４

日
間
に
わ
た
る
一
般
質
問
で
は
、
16
人
の
議
員
が
活
発
な

論
戦
を
展
開
し
ま
し
た
。

主
な
議
案

3月
定例会
3月
定例会

平成29年

2月20日～3月24日

指
定
管
理
者
制
度
導
入

後
も
、
市
民
の
皆
さ
ん
が

安
心
し
て
施
設
が
利
用
で

き
る
よ
う
、
市
と
し
て
指

定
管
理
者
と
連
携
を
図
っ

て
い
く
と
の
こ
と
な
の
で
、

今
回
の
条
例
改
正
は
、
１

０
０
床
と
な
っ
た
介
護
老

人
保
健
施
設
を
、
経
営
面

も
含
め
、
市
民
の
た
め
に

今
後
も
安
定
的
に
運
営
し

て
い
く
た
め
に
は
必
要
な

も
の
と
考
え
、
賛
成
す
る
。

《
結
果
》

原
案
可
決(

21
対
４)

歳
出
で
は
、
特
定
中
小

企
業
者
資
金
預
託
金
の
減
、

財
政
調
整
基
金
積
立
金
、

約
７
億
２
千
万
円
を
計
上
。

歳
入
で
は
、
市
税
及
び
市

有
地
売
払
収
入
の
増
、
並

び
に
前
年
度
繰
越
金
等
を

見
込
ん
だ
も
の
で
す
。

《
結
果
》

原
案
可
決(

21
対
４)

※
財
政
調
整
基
金
積
立
金

に
つ
い
て
意
見
が
分
か

れ
ま
し
た
。

■ 一般会計予算　　５００億３０００万円
■ 特別会計予算　　２６３億３５３８万円（１２特別会計の合計額）

■ 水道・下水道事業の予算

▼ 平成２9年度予算のあらまし（千円単位は切り捨て）

※一般会計予算の内訳は、5ページをご覧ください
※収益的収支…水道水の供給や下水の処理にかかる収入と支出
※資本的収支…配水管や浄水施設、下水道管やポンプ場の建設更新などにかかる
　　　　　　　収入と支出

項　　　目 水道事業会計 下水道事業会計

収益的
収　支

資本的
収　支

収入

支出

収入

支出

２５億２１６８万円

２５億 　１１万円

1億６７８２万円

１８億  ６９８万円

２６億８１５６万円

２５億３７２２万円

９億２９２９万円

１６億８７４８万円

▼ 歳 入（収入源）

▼ 歳 出（支出先）

【一般会計予算　500億３0００万円の内訳】

市　　　税
279億3千万円
55.8％

国庫支出金
89億2千万円
17.8％

4.3
％

5.2％ 4.0
％
3.8
％

9.1％

地方消費税交付金
21億5千万円

県支出金
25億9千万円

市　　債
18億6千万円

諸　収　入
20億2千万円

その他
45億6千万円

※百万円単位以下は四捨五入

民　生　費
246億4千万円
49.3％

教育費
５0億
9千万円
10.2％

土木費
４8億
1千万円
9.6％

総務費
４９億
6千万円
9.9％

衛生費
38億
2千万円
7.6％

3.6
％

5.2
％

4.6
％

消防費
17億5千万円

公債費
26億1千万円

その他
23億4千万円
(議会費0.8％)

花
井 

伸
子
　
　
議
員

反対討論

斎
藤 

直
子
　
　
議
員

賛成討論

免

上

市

福
祉
セ
ン
タ
ー
条
例
等

の
一
部
改
正

一
般
会
計
補
正
予
算

一
般
会
計
予
算

介
護
老
人
保
健
施
設
条

例
の
一
部
改
正

▶
整
備
中
の
上
戸
田
地
域
交
流
広
場
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※
下
水
道
使
用
料
の
改
定

に
つ
い
て
意
見
が
分
か

れ
ま
し
た
。

【
人
事
案
件
】

鈴
木　

晃
氏(
再
任)

《
結
果
》

同
意(

全
員
一
致
）

戸
田
市
名
誉
市
民
で
あ

る
戸
田
中
央
医
科
グ
ル
ー

プ
会
長
の
中
村
隆
俊
様
か

ら
、
本
市
在
住
の
中
学
生

及
び
高
校
生
の
教
育
の
向

上
・
振
興
の
た
め
２
億
円

の
寄
附
を
い
た
だ
い
た
こ

と
か
ら
、
こ
れ
を
基
金
と

し
て
積
み
立
て
、
有
効
適

切
に
運
用
す
べ
く
新
規
条

例
を
制
定
す
る
も
の
で
す
。

《
結
果
》

原
案
可
決(

全
員
一
致)

意
見
書
、
及
び
請
願
に

対
す
る
討
論
は
21
ペ
ー
ジ

総
括
質
問

一
般
質
問

委
員
会
の
審
査
か
ら

議
会
を
知
っ
ｔ
ｏ
ｃ
ｏ

総
括
質
問

一
般
質
問

委
員
会
の
審
査
か
ら

議
会
を
知
っ
ｔ
ｏ
ｃ
ｏ

後
の
夜
間
帯
や
休
業
日

に
つ
い
て
は
使
用
す
る

こ
と
が
で
き
な
い
。
こ

の
こ
と
か
ら
、
24
時
間

営
業
を
し
て
お
り
、
市

内
各
地
域
に
点
在
し
、

か
つ
、
誰
も
が
知
っ
て

い
る
コ
ン
ビ
ニ
に
Ａ
Ｅ

Ｄ
が
設
置
さ
れ
る
こ
と

は
、
救
命
率
の
向
上
と

市
民
へ
の
安
心
を
提
供

す
る
有
効
な
手
段
で
あ

る
と
考
え
て
い
る
。

Ｑ

学
校
ス
ク
ー
ル
カ

ウ
ン
セ
ラ
ー
配
置

の
目
的
と
概
要
は
。

Ａ
　
戸
田
市
で
は
県
内
初

の
取
り
組
み
と
し
て
、

小
学
校
に
専
任
の
ス
ク

ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
を

配
置
し
、
早
期
か
ら
の

支
援
を
充
実
さ
せ
る
こ

と
で
、
中
学
校
段
階
で

は
対
症
療
法
的
に
な
り

が
ち
な
対
応
に
つ
い
て

も
原
因
療
法
的
な
対
応

が
可
能
に
な
る
も
の
と

考
え
て
い
る
。
具
体
的

に
は
、
３
人
の
ス
ク
ー

ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
が
、

そ
れ
ぞ
れ
小
学
校
４
校

を
担
当
し
、
全
校
に
週

１
回
以
上
配
置
さ
れ
る
。

市
民
の
命
と
暮
ら
し
を
守

り
、
切
実
な
要
求
に
応
え

る
予
算
編
成
を

戸
田
市
の
県
内
一
の
財

政
力
を
十
分
に
生
か
し
て
、

市
民
の
命
と
暮
ら
し
を
守

り
、
切
実
な
要
求
に
応
え

る
と
い
う
、
自
治
体
本
来

の
役
割
を
発
揮
す
る
予
算

編
成
で
な
か
っ
た
点
が
、

反
対
す
る
最
大
の
理
由
。

①
公
費
１
０
０
％
の
海

外
派
遣
事
業
は
中
止
す
べ

き
。
裁
判
を
通
し
て
海
外

派
遣
の
あ
り
方
が
問
わ
れ

て
い
る
状
況
に
お
い
て
、

議
員
の
海
外
派
遣
費
を
予

算
化
す
る
な
ど
、
も
っ
て

の
ほ
か
②
特
定
団
体
主
催

に
よ
る
宿
泊
を
伴
う
研
修

会
の
参
加
が
、
半
ば
強
制

的
に
実
施
さ
れ
て
い
る
状

況
は
、
行
政
が
同
和
対
策

を
特
別
扱
い
し
、
固
定
化

す
る
こ
と
に
つ
な
が
っ
て

い
る
と
言
わ
ざ
る
を
得
な

い
。
特
定
団
体
に
特
化
し

た
人
権
政
策
事
業
を
改
め

る
こ
と
を
強
く
求
め
る
③

戸
田
東
小
・
東
中
改
善
等

工
事
設
計
業
務
。
児
童
・

保
護
者
・
教
職
員
・
地
域

が
置
き
去
り
の
拙
速
な
建

て
替
え
に
つ
な
が
る
実
施

設
計
予
算
に
反
対
④
戸
田

東
中
学
校
の
修
繕
費
は
、

東
小
の
教
室
不
足
を
解
消

す
る
予
算
。
改
修
後
の
東

中
へ
通
う
小
学
校
６
年
生

は
、
現
在
の
東
小
の
自
校

式
給
食
を
食
べ
る
こ
と
が

で
き
な
く
な
り
、
セ
ン
タ

ー
給
食
を
食
べ
る
こ
と
に

な
る
。「
戸
田
東
小
中
一
貫

校
化
」
先
に
あ
り
き
の
計

画
が
新
た
な
問
題
を
生
み
、

後
手
後
手
の
対
応
に
な
っ

て
い
る
。
改
め
て
、
戸
田

東
小
中
一
貫
校
の
拙
速
な

建
て
替
え
は
見
直
す
べ
き

⑤
現
在
、
市
直
営
で
行
っ

て
い
る
調
理
業
務
を
、
今

年
８
月
か
ら
民
間
に
行
わ

せ
る
が
、
民
間
に
し
た
場

合
、
調
理
員
の
資
格
や
技

術
の
確
立
、
雇
用
の
不
安

定
さ
な
ど
の
心
配
点
を
解

消
で
き
る
だ
け
の
説
明
は

な
か
っ
た
。
ア
レ
ル
ギ
ー

児
へ
の
対
応
も
、
今
の
設

備
の
ま
ま
で
今
後
の
対
応

を
検
討
す
る
と
の
こ
と
で

あ
れ
ば
、
市
直
営
の
ま
ま

で
も
同
様
の
こ
と
は
で
き

る
。
民
間
に
委
ね
る
必
要

性
は
全
く
な
い
⑥
戸
田
東

小
中
学
校
一
貫
校
化
や
学

校
給
食
セ
ン
タ
ー
調
理
業

務
の
民
間
委
託
な
ど
は
、

全
て
戸
田
市
公
共
施
設
等

総
合
管
理
計
画
及
び
戸
田

市
公
共
施
設
再
編
プ
ラ
ン

に
基
づ
い
て
進
め
ら
れ
て

い
る
。
市
民
と
の
協
議
の

場
も
設
け
ず
、
市
民
不
在

で
、
施
設
の
廃
止
・
再
編
・

統
廃
合
、
指
定
管
理
者
化
、

市
保
有
地
の
売
却
な
ど
を

進
め
る
総
合
管
理
計
画
及

び
再
編
プ
ラ
ン
に
も
反
対

を
す
る
。

東
小
中
の
建
て
替
え
は
総

合
的
に
判
断
し
決
定
し
た

も
の
で
、
効
果
は
大
き
い

①
議
会
費
の
海
外
派
遣

旅
費
。
昨
年
の
市
制
施
行

50
周
年
記
念
式
典
に
は
、

開
封
市
及
び
リ
バ
プ
ー
ル

市
代
表
団
が
訪
日
し
、
記

念
す
べ
き
日
を
共
に
祝
い
、

交
流
と
親
睦
を
深
め
る
こ

と
が
で
き
た
。
価
値
観
の

違
い
を
認
識
し
な
が
ら
も

相
互
理
解
を
深
め
る
こ
と

は
、
大
変
意
義
が
あ
る
②

人
権
政
策
事
業
。
国
に
お

い
て
は
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

開
催
国
と
し
て
、
基
本
的

人
権
が
尊
重
さ
れ
る
社
会

の
実
現
に
向
け
た
取
り
組

み
が
行
わ
れ
て
お
り
、
こ

れ
ま
で
以
上
に
人
権
問
題

の
解
決
に
向
け
た
取
り
組

み
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

偏
る
こ
と
な
く
、
さ
ま
ざ

ま
な
人
権
問
題
の
解
決
に
、

よ
り
積
極
的
に
ま
い
進
し

て
も
ら
い
た
い
③
戸
田
東

小
・
東
中
改
築
等
工
事
設

計
業
務
。
今
回
の
建
て
替

え
は
、
老
朽
化
、
教
室
不

足
、
隣
接
す
る
学
校
を
一

体
型
の
学
校
に
建
て
替
え

る
こ
と
の
財
政
的
な
メ
リ

ッ
ト
等
を
総
合
的
に
判
断

下
水
道
事
業
会
計
予
算

外
、
対
応
策
は
な
い
⑤
学

校
給
食
セ
ン
タ
ー
調
理
業

務
等
の
委
託
化
。
現
状
、

市
調
理
士
の
退
職
が
進
む

中
で
、
安
定
し
た
人
員
の

確
保
を
行
い
、
さ
ら
に
、

今
ま
で
給
食
セ
ン
タ
ー
で

対
応
し
て
い
な
か
っ
た
食

物
ア
レ
ル
ギ
ー
の
除
去
食

対
応
に
一
歩
踏
み
出
す
こ

と
が
で
き
る
こ
と
も
メ
リ

ッ
ト
。
市
調
理
士
で
あ
っ

て
も
民
間
事
業
者
で
あ
っ

て
も
、
給
食
セ
ン
タ
ー
の

栄
養
士
が
管
理
を
し
、
学

校
給
食
衛
生
管
理
基
準
に

基
づ
き
調
理
が
さ
れ
る
こ

と
に
な
り
、
衛
生
面
等
に

遠
藤 

英
樹
　
　
議
員

賛成討論

金
野 

桃
子
　
　
議
員

賛成討論

し
決
定
し
た
も
の
で
あ
り
、

そ
の
効
果
は
大
変
大
き
い

④
東
中
教
室
の
改
修
は
、

平
成
30
年
度
か
ら
、
東
小

の
教
室
不
足
を
解
消
す
る

た
め
、
東
中
の
空
き
教
室

を
改
修
し
、
小
学
生
が
利

用
で
き
る
よ
う
に
す
る
も

の
で
、
プ
レ
ハ
ブ
教
室
を

設
置
す
る
必
要
も
な
く
、

効
率
的
で
有
効
。
こ
れ
に

よ
り
平
成
30
年
度
か
ら
32

年
度
ま
で
の
間
、
東
小
児

童
へ
の
給
食
提
供
に
つ
い

て
は
、
現
在
の
東
小
調
理

場
の
施
設
規
模
を
超
え
る

食
数
と
な
り
、
学
校
給
食

セ
ン
タ
ー
か
ら
の
提
供
以

本
田 

哲
　
　
議
員

反対討論

お
い
て
も
問
題
は
な
い
⑥

公
共
施
設
再
編
プ
ラ
ン
は
、

今
後
の
少
子
高
齢
化
の
時

代
の
中
で
公
共
施
設
を
ど

の
よ
う
に
し
て
い
く
か
、

市
が
率
先
し
て
再
編
計
画

を
考
え
て
い
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
現
段
階
で
反

対
を
す
る
理
由
は
な
い
。

以
上
、
賛
成
す
る
。

創
造
的
な
手
法
に
よ
る
教

育
改
革
を
高
く
評
価

賛
成
す
る
理
由
①
競
艇

事
業
に
つ
い
て
、
大
胆
な

経
営
改
革
に
よ
り
、
平
成

29
年
度
の
事
業
収
入
が
前

年
度
比
１
億
円
増
の
５
億

円
と
な
る
こ
と
を
評
価
②

戸
田
の
会
は
従
来
か
ら
海

外
派
遣
の
見
直
し
を
掲
げ

て
き
た
が
、
予
算
執
行
段

階
に
お
け
る
派
遣
内
容
の

見
直
し
を
考
え
て
お
り
、

一
定
の
予
算
計
上
に
賛
成

③
戸
田
東
小
・
東
中
一
貫

校
に
つ
い
て
、
実
施
設
計

は
必
要
な
要
件
を
満
た
し

た
基
本
設
計
に
基
づ
い
て

教
育
委
員
会
委
員

戸
田
市
教
育
基
金
条
例

小

お
り
、
工
事
計
画
に
つ
い

て
も
、
可
能
な
限
り
校
庭

が
利
用
で
き
る
よ
う
工
夫

さ
れ
る
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま

な
配
慮
が
な
さ
れ
て
い
る
。

今
後
、
周
辺
住
民
や
保
護

者
の
声
を
反
映
し
て
い
く

意
向
を
示
し
て
い
る
こ
と

に
期
待
し
、
ま
た
、
コ
ス

ト
意
識
を
持
つ
こ
と
を
指

摘
し
賛
成
④
学
校
給
食
セ

ン
タ
ー
に
つ
い
て
、
ア
レ

ル
ギ
ー
対
応
や
、
そ
の
他

の
民
間
ノ
ウ
ハ
ウ
の
導
入

が
期
待
で
き
る
と
考
え
る
。

技
術
と
価
格
の
双
方
を
考

慮
す
る
こ
と
で
競
争
原
理

が
働
き
、
給
食
調
理
業
務

の
質
確
保
と
コ
ス
ト
削
減

に
資
す
る
と
考
え
賛
成
⑤

中
央
官
庁
や
研
究
機
関
、

民
間
企
業
と
の
提
携
に
基

づ
い
た
事
業
推
進
手
法
、

Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た
ア
ク

テ
ィ
ブ
ラ
ー
ニ
ン
グ
の
実

践
、
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
学

習
な
ど
の
い
わ
ゆ
る
21
世

紀
型
ス
キ
ル
の
養
成
を
主

眼
と
し
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
の

実
施
、
教
育
人
材
の
育
成

や
人
材
交
流
、
ま
た
、
経

営
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
制
度
の

新
設
な
ど
の
サ
ポ
ー
ト
体

制
の
構
築
な
ど
、
創
造
的

な
手
法
に
よ
る
教
育
改
革

を
高
く
評
価
⑥
今
ま
で
中

学
校
に
配
置
さ
れ
て
い
た

ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー

を
小
学
校
全
校
に
配
置
す

る
県
内
初
の
体
制
を
評
価

⑦
待
機
児
童
緊
急
対
策
ア

ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
に
お
い

て
、
保
育
園
の
新
設
に
よ

る
保
育
受
け
入
れ
枠
の
緊

急
拡
大
だ
け
で
は
な
く
、

幼
稚
園
の
預
か
り
保
育
の

実
施
、
就
職
支
援
給
付
金
、

宿
舎
借
上
支
援
の
新
設
な

ど
、
多
角
的
な
施
策
を
講

じ
て
い
る
と
評
価
⑧
特
に

民
間
学
童
保
育
室
に
お
い

て
は
、
処
遇
改
善
が
大
き

な
課
題
で
あ
り
、
今
回
新

た
に
送
迎
支
援
、
家
庭
・

学
校
な
ど
と
の
連
絡
担
当

人
員
へ
の
処
遇
改
善
事
業

な
ど
が
計
上
さ
れ
た
点
を

大
い
に
評
価
な
ど
。

《
結
果
》

原
案
可
決(

21
対
４)

※
予
算
額
は
４
ペ
ー
ジ
の

予
算
の
あ
ら
ま
し
参
照
。

《
結
果
》

原
案
可
決(

21
対
４)

主
な
議
案
（
２
月
臨
時
会
）

▲戸田東小学校

▲戸田東中学校
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【
下
水
道
事
業
会
計
予
算
】

平
均
改
定
率
30
％
の
使

用
料
改
定
に
よ
る
影
響
額

に
つ
い
て
質
疑
が
あ
り
、

執
行
部
か
ら
、
一
般
家
庭

で
は
１
カ
月
で
７
７
７
円

か
ら
１
０
０
４
円
に
増
額

と
な
り
、
予
算
額
は
28
年

度
と
比
較
し
て
約
２
億
５

千
万
円
が
増
収
と
な
る
と

の
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

所
に
お
け
る
交
通
指
導
員

の
配
置
に
つ
い
て
、
学
校

か
ら
の
要
請
も
踏
ま
え
、

市
か
ら
も
働
き
か
け
る
べ

き
で
は
な
い
か
と
の
意
見

が
あ
り
ま
し
た
。

学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
費

で
は
、
学
校
給
食
セ
ン
タ

ー
の
民
間
委
託
化
後
の
食

物
ア
レ
ル
ギ
ー
対
応
に
つ

い
て
質
疑
が
あ
り
、
執
行

部
か
ら
、
例
え
ば
、
食
物

ア
レ
ル
ギ
ー
の
特
定
原
材

料
７
品
目
を
ど
こ
ま
で
除

去
で
き
る
の
か
を
検
討
し
、

ま
ず
は
除
去
食
対
応
に
一

歩
踏
み
出
し
て
い
き
た
い

と
の
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

【
29
年
度
予
算
】

財
産
管
理
費
で
は
、
対

象
施
設
が
多
く
、
作
業
量

も
膨
大
に
な
る
ア
ス
ベ
ス

ト
目
視
調
査
業
務
に
つ
い

て
、
執
行
部
か
ら
、
複
数

の
業
者
へ
の
分
割
発
注
を

考
え
て
お
り
、
ど
の
業
者

が
選
定
さ
れ
て
も
同
等
の

調
査
と
な
る
よ
う
仕
様
書

を
整
え
る
と
の
説
明
が
あ

り
、
委
員
か
ら
、
報
告
内

【
介
護
老
人
保
健
施
設
条

例
の一部
改
正
】

１
０
０
床
に
増
床
し
、

経
営
改
善
を
図
っ
て
い
る

矢
先
に
、
な
ぜ
指
定
管
理

者
制
度
導
入
を
進
め
る
の

か
質
疑
が
あ
り
、
執
行
部

か
ら
、
入
所
者
の
増
加
に

【
29
年
度
予
算
】

観
光
費
で
は
、
戸
田
橋

花
火
大
会
実
行
委
員
会
へ

の
補
助
金
が
28
年
度
予
算

と
比
較
し
て
増
額
と
な
っ

て
い
る
点
に
つ
い
て
質
疑

が
あ
り
、
執
行
部
か
ら
、

除
草
を
行
う
面
積
が
例
年

よ
り
広
く
な
り
、
来
場
者

が
多
い
戸
田
橋
の
高
架
下

や
危
険
区
域
の
西
側
も
除

草
を
行
う
の
で
、
主
に
除

草
に
係
る
費
用
分
が
増
額

と
な
っ
て
い
る
と
の
答
弁

が
あ
り
ま
し
た
。

交
通
安
全
対
策
費
で
は
、

自
転
車
の
交
通
ル
ー
ル
に

関
す
る
啓
発
に
つ
い
て
質

【
29
年
度
予
算
】

道
路
新
設
改
良
費
で
は
、

自
転
車
レ
ー
ン
の
逆
走
へ

の
対
応
に
つ
い
て
質
疑
が

あ
り
、
執
行
部
か
ら
、
進

行
方
向
へ
の
矢
印
の
路
面

標
示
の
間
隔
が
広
い
箇
所

に
つ
い
て
は
、
矢
印
を
増

設
す
る
こ
と
や
、
関
係
部

局
と
連
携
し
、
注
意
喚
起

の
看
板
の
設
置
等
を
行
う

こ
と
で
対
応
し
た
い
と
の

答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

建
築
指
導
費
で
は
、
空

き
家
の
把
握
と
管
理
状
況

総
　
務

健
康
福
祉

政
策
秘
書
室
・
危
機
管
理
防
災
課
・

総
務
部
・
財
務
部
・
会
計
課
・

消
防
・
行
政
委
員
会
事
務
局
等

※
各
常
任
委
員
会
の
所
管
部
署

東
部
福
祉
セ
ン
タ
ー
内
に

期
日
前
投
票
所
を
設
置

待
機
児
童
の
解
消
に
向
け
た

保
育
人
材
の
確
保
を

学
校
給
食
の
食
物
ア
レ
ル
ギ
ー

　
対
応
に
一
歩
前
進

文
教
・
建
設

都
市
整
備
部

教
育
委
員
会

福
祉
部
・
こ
ど
も
青
少
年
部

福
祉
事
務
所

市
民
医
療
セ
ン
タ
ー

下
水
道
使
用
料

改
定
に
よ
る
影
響
額
は

市
民
生
活 

市
民
生
活
部
・
環
境
経
済
部

上
下
水
道
部

総 務 常 任 委 員 会

市民生活常任委員会

健康福祉常任委員会

文教・建設常任委員会 委員会の審査から こんな質問、あんな意見もありました。
議案や請願は、委員会に付託されて、慎重に審査されます。
その経過と結果は、３月 24日の本会議で各委員長から報告がありました。
下記はその概要です。

容
に
も
統
一
性
を
求
め
る

要
望
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

選
挙
費
で
は
、
東
部
福

祉
セ
ン
タ
ー
に
設
置
す
る

期
日
前
投
票
所
に
つ
い
て

質
疑
が
あ
り
、
執
行
部
か

ら
、
１
階
に
は
適
切
な
設

置
ス
ペ
ー
ス
が
な
い
た
め
、

２
階
フ
ロ
ア
の
１
室
へ
の

設
置
を
検
討
し
て
い
る
と

の
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

常
備
消
防
費
で
は
、
消 ▲期日前投票所が設置される東部福祉センター

▶
市
役
所
南
通
り
の
自
転
車
レ
ー
ン

▶
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー

防
本
部
南
側
隣
接
用
地
の

購
入
目
的
に
つ
い
て
質
疑

が
あ
り
、
執
行
部
か
ら
、

消
防
本
部
庁
舎
の
駐
車
場

と
し
て
使
用
す
る
ほ
か
、

大
規
模
災
害
時
の
避
難
場

所
や
、
緊
急
消
防
援
助
隊

の
活
動
拠
点
と
し
て
の
活

用
も
想
定
し
て
い
る
と
の

答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

防
災
費
で
は
、
ハ
ザ
ー

ド
マ
ッ
プ
の
改
訂
内
容
に

つ
い
て
質
疑
が
あ
り
、
執

行
部
か
ら
、
荒
川
流
域
に

千
年
に
一
度
の
大
雨
が
降

っ
た
場
合
の
被
害
状
況
の

説
明
を
盛
り
込
む
こ
と
を

検
討
し
て
お
り
、
国
土
交

通
省
の
指
針
等
も
参
考
に
、

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
た
い
と

の
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

に
つ
い
て
質
疑
が
あ
り
、

執
行
部
か
ら
、
現
在
、
２

６
３
件
の
空
き
家
を
把
握

し
て
い
る
。
管
理
状
況
に

つ
い
て
は
、
適
正
に
管
理

さ
れ
て
い
な
い
空
き
家
等

は
、
近
隣
か
ら
の
情
報
提

供
を
活
用
し
な
が
ら
、
把

握
で
き
る
範
囲
内
で
、
所

有
者
を
確
認
し
、
連
絡
が

つ
く
場
合
は
、
助
言
や
指

導
等
を
行
っ
て
い
る
と
の

答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

小
学
校
の
学
校
管
理
費

で
は
、
通
学
路
の
危
険
箇

よ
り
経
営
健
全
化
を
見
込

ん
だ
も
の
の
、
介
護
・
看

護
職
員
の
確
保
が
困
難
で

あ
り
、
人
件
費
を
含
め
た

収
支
見
通
し
、
市
の
財
政

負
担
軽
減
を
勘
案
し
、
指

定
管
理
者
制
度
導
入
の
検

討
を
進
め
る
こ
と
と
し
た

と
の
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

【
29
年
度
予
算
】

児
童
福
祉
総
務
費
で
は
、

産
学
官
協
働
に
よ
る
保
育

人
材
確
保
事
業
に
つ
い
て

質
疑
が
あ
り
、
執
行
部
か

ら
、
保
育
士
の
安
定
確
保

と
定
着
を
進
め
る
た
め
に

市
内
在
勤
保
育
士
へ
の
ア

ン
ケ
ー
ト
調
査
に
よ
る
課

題
分
析
を
行
い
、
コ
ン
サ

ル
テ
ィ
ン
グ
業
者
を
活
用

す
る
な
ど
し
て
、
市
独
自

の
魅
力
あ
る
保
育
職
場
づ

く
り
を
行
っ
て
い
く
と
の

答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

学
童
保
育
費
で
は
、
公

立
学
童
が
定
員
超
過
の
た

め
、
送
迎
を
要
す
る
民
間

学
童
で
の
受
け
入
れ
が
見

込
ま
れ
る
児
童
の
送
迎
費

用
相
当
額
を
市
が
補
助
し

て
は
ど
う
か
と
の
質
疑
が

あ
り
、
執
行
部
か
ら
、
新

年
度
予
算
に
、
送
迎
を
実

▶
指
定
管
理
者
制
度
の
導
入
が
検
討

さ
れ
て
い
る
介
護
老
人
保
健
施
設

施
す
る
民
間
学
童
へ
の
補

助
金
を
盛
り
込
ん
で
お
り
、

送
迎
に
係
る
費
用
が
保
護

者
負
担
と
な
ら
な
い
よ
う

に
し
た
い
と
の
答
弁
が
あ

り
ま
し
た
。

疑
が
あ
り
、
執
行
部
か
ら
、

市
役
所
南
通
り
に
自
転
車

レ
ー
ン
が
設
置
さ
れ
る
の

で
、
自
転
車
レ
ー
ン
の
安

全
な
走
行
に
つ
い
て
啓
発

を
行
い
た
い
と
の
答
弁
が

あ
り
ま
し
た
。

【
火
災
共
済
事
業
特
別
会

計
予
算
】

見
舞
金
の
支
給
に
つ
い

て
、
焼
損
面
積
に
応
じ
た

支
給
や
、
ゲ
リ
ラ
豪
雨
が

頻
繁
に
発
生
し
て
い
る
状

況
な
の
で
、
床
上
浸
水
な

ど
の
水
損
に
対
し
て
の
支

給
を
検
討
し
て
は
ど
う
か

と
の
意
見
が
あ
り
ま
し
た
。

総
括
質
問

一
般
質
問

委
員
会
の
審
査
か
ら

議
会
を
知
っ
ｔ
ｏ
ｃ
ｏ

総
括
質
問

一
般
質
問

委
員
会
の
審
査
か
ら

議
会
を
知
っ
ｔ
ｏ
ｃ
ｏ
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▲防犯カメラ 21 台を、市内３駅周辺を中心に設置しています。

議
員　
市
長
自
ら
が
先
頭

に
立
ち
、
待
機
児
童
対
策

に
取
り
組
ん
で
お
ら
れ
る

が
、
保
育
士
の
確
保
策
を

は
じ
め
、
ア
ク
シ
ョ
ン
プ

ラ
ン
を
進
め
る
上
で
の
課

題
は
。

市
長　
保
育
所
用
地
・
保

育
士
確
保
の
課
題
に
は
、

市
単
独
補
助
の
新
設
等
に

よ
り
、
事
業
者
の
新
規
参

入
と
安
定
運
営
を
推
進
し
、

議
員　
今
後
の
地
方
創
生

戦
略
、
強
化
は
。

市
長　
平
成
31
年
度
ま
で

の
事
業
計
画「
ま
ち
・
ひ
と
・

し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
ア

ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
」
に
基

づ
き
関
連
事
業
を
進
め
て

い
く
。
推
進
に
当
た
っ
て

は
産
・
官
・
学
・
金
・
労
・

言
と
い
っ
た
、
あ
ら
ゆ
る

分
野
の
方
々
と
の
連
携
が

重
要
。

荒
川
堤
防
破
堤
は

必
ず
起
き
る
と
の

認
識
で
、
万
全
な

対
応
策
を
打
て
。

市
長　

ハ
ー
ド
面

で
の
イ
ン
フ
ラ
整

備
、
自
主
防
災
会

を
中
心
と
す
る
共

助
や
家
庭
で
の
防

災
対
策
等
の
ソ
フ

ト
対
策
を
重
視
し
、

よ
り
一
層
の
地
域

防
災
力
の
向
上
を

図
っ
て
い
く
。

の
な
い
ま
ち
条
例
」
な
ど
、

町
会
・
自
治
会
・
関
係
機

関
が
協
働
で
犯
罪
の
な
い

地
域
社
会
を
目
指
し
た
成

果
も
あ
り
、
犯
罪
件
数
も

減
少
し
て
い
る
が
、
多
く

の
自
主
防
犯
団
体
が
高
齢

化
、
ま
た
、
犯
罪
内
容
の

変
化
が
あ
り
、
防
犯
対
策

も
見
直
す
必
要
が
あ
る
。

市
長　
防
犯
の
取
り
組
み

の
転
換
期
と
認
識
し
、
職

員
の
パ
ト
ロ
ー
ル
機
会
を

増
や
し
、
ま
た
、
町
会
・

自
治
会
の
活
動
に
加
え
て
、

体
に
指
定
さ
れ
、
事
業
用

地
の
買
い
戻
し
や
未
利
用

地
の
売
却
に
加
え
、
先
行

用
地
の
取
得
や
利
子
補
給

補
助
の
実
施
に
よ
り
、
さ

ら
な
る
削
減
を
図
っ
て
い

る
。
計
画
最
終
年
度
の
29

年
度
末
に
は
、
約
26
億
円

に
削
減
す
る
予
定
で
、
計

画
ど
お
り
の
達
成
が
見
込

ま
れ
、
そ
の
後
も
経
営
健

全
化
を
推
進
し
て
い
く
。

青少年の健全育成へ
向けた非行防止対策は

戸田未来の会　熊木 照明　議員

国民健康保険
今後の保険税の見通しは

総括質問総括質問

議
員　
近
年
、
家
庭
や
地

域
の
人
々
を
含
め
、
多
様

な
人
々
と
の
協
働
に
よ
る

教
育
が
求
め
ら
れ
る
中
、

子
供
の
痛
ま
し
い
事
件
が

後
を
絶
た
ず
、
被
害
者
も

加
害
者
も
同
世
代
の
人
間

で
あ
り
、
非
人
道
的
な
事

件
が
多
い
中
、
悲
惨
な
事

件
撲
滅
の
た
め
に
も
、
地

域
社
会
の
役
割
は
重
要
で

あ
り
、「
地
域
の
子
供
は

地
域
で
育
て
る
」
と
い
う

青
少
年
健
全
育
成
へ
向
け

た
地
域
で
の
非
行
防
止
対

策
が
必
要
と
考
え
る
。

議
員　
国
民
健
康
保
険
は
、

平
成
30
年
度
か
ら
財
政
運

営
の
主
体
が
県
に
移
行
し
、

共
同
で
運
営
し
て
い
く
こ

と
に
な
る
が
、
今
後
の
保

険
税
の
見
通
し
は
。

市
長　
県
か
ら
１
回
目
の

試
算
に
よ
る
標
準
保
険
税

率
が
公
表
さ
れ
、
新
制
度

で
は
現
在
の
一
人
当
た
り

保
険
税
が
１
・７
倍
と
の
試

算
。
ど
の
よ
う
に
対
応
し

て
い
く
か
が
大
き
な
課
題
。

今
後
、
広
域
化
に
伴
う
被

保
険
者
の
負
担
を
抑
え
な

議
員　
神
保
市
長
就
任
時

の
平
成
９
年
度
末
の
土
地

開
発
公
社
の
債
務
保
証
残

高
は
３
６
８
億
７
６
０
０

万
円
に
対
し
、
今
年
度
末

の
残
高
は
約
36
億
円
と
述

べ
ら
れ
、
市
長
が
取
り
組

ま
れ
た
行
財
政
改
革
の
中

で
も
、
こ
の
大
幅
削
減
は

大
き
な
実
績
の
一
つ
で
あ

る
が
、
第
３
次
土
地
開
発

公
社
健
全
化
計
画
の
達
成

見
込
み
と
、
そ
の
後
の
健

全
化
の
取
り
組
み
は
。

市
長　
国
か
ら
健
全
化
団

待
機
児
童
緊
急
対
策
ア
ク

シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
の
課
題
は

▶
揺
れ
や
液
状
化
に
よ
る
建
物
被
害
予
測

(

戸
田
市
地
域
防
災
計
画
よ
り)

▶
新
曽
第
一
土
地
区
画
整
理
事
業
地
内
に

あ
る
土
地
開
発
公
社
所
有
地

市
長　
県
で
新
年
度
予
定

さ
れ
て
い
る
「
青
少
年
街

の
応
援
団
事
業
」
の
活
用

も
視
野
に
入
れ
、
専
門
家

を
交
え
て
検
討
し
て
い
く

と
と
も
に
、
引
き
続
き
地

域
・
民
間
企
業
・
警
察
等

と
連
携
を
深
め
、
さ
ら
な

る
非
行
防
止
に
取
り
組
む
。

議
員　
犯
罪
撲
滅
に
向
け
、

議
員
提
出
に
よ
る
「
戸
田

市
み
ん
な
で
つ
く
る
犯
罪

総括質問とは、新年度の施政方針または
市長就任時に行われる所信表明に対する質
問で、２人以上で構成する会派による代表
制質問のことです。
今定例会では、３月２日の本会議におい
て、５人の議員が会派を代表して総括質問
を行い、市長の施政方針に対して考えをた
だしました。
ここに掲げたのは、その質問・答弁の大
要です。総括質問の原稿は、質問者本人が
執筆しております。総括質問の模様は、議
会ホームページからご覧いただくことがで
きます。
なお、施政方針の内容は、４月１日号の「広
報戸田市」に掲載されていますので、あわ
せてご覧ください。

　公明党　三浦 芳一　議員

が
ら
、
一
般
会
計
か
ら
の

繰
り
入
れ
を
減
ら
し
て
い

く
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。

国
保
運
営
の
安
定
化
や
医

療
費
適
正
化
に
係
る
努
力

に
応
じ
て
交
付
金
が
与
え

ら
れ
る
「
保
険
者
努
力
支

援
制
度
」
等
を
活
用
し
被

保
険
者
の
負
担
を
少
し
で

も
軽
く
し
て
い
く
取
り
組

み
を
し
て
い
く
。

議
員　
首
都
直
下
地
震
、

土地開発公社の
さらなる経営健全化は

平成会　伊東 秀浩　議員

防
犯
対
策
強
化
に

向
け
た
取
り
組
み
は

「削減を図り推進する」「地域・企業・警察との
連携深めて」「保険者努力支援制度等を活用」

▲市庁舎前の花壇と桜

市
内
の
民
間
事

業
者
に
自
主
防

犯
活
動
従
事
者

を
委
嘱
し
、
子

供
の
見
守
り
や

パ
ト
ロ
ー
ル
を

実
施
し
、
さ
ら

に
犯
罪
抑
止
の

た
め
、全
町
会
・

自
治
会
が
設
置

す
る
防
犯
カ
メ

ラ
の
補
助
金
を

検
討
す
る
。

総
括
質
問

一
般
質
問

委
員
会
の
審
査
か
ら

議
会
を
知
っ
ｔ
ｏ
ｃ
ｏ

総
括
質
問

一
般
質
問

委
員
会
の
審
査
か
ら

議
会
を
知
っ
ｔ
ｏ
ｃ
ｏ

首
都
直
下
地
震
の
対
応
は

地
方
創
生
戦
略
は

受
け
入
れ
枠
の
緊
急
拡
大

に
必
要
な
保
育
士
を
確
保

し
定
着
化
を
図
っ
て
い
く
。

議
員　
国
民
健
康
保
険
の

広
域
化
に
伴
う
課
題
は
。

市
長　
本
市
が
負
担
す
る

納
付
金
や
標
準
保
険
税
額

が
公
表
さ
れ
、
そ
の
対
応

が
大
き
な
課
題
で
あ
る
。

総
括
質
問

国
保
広
域
化
の
課
題
は



1213

とだ議会だより No.196とだ議会だより No.196

居
や
独
居
対
策
等
、
セ
カ

ン
ド
ラ
イ
フ
充
実
に
向
け

た
総
合
的
な
計
画
に
し
て

は
。

市
長　
計
画
策
定
に
お
い

て
議
論
し
て
い
き
た
い
。

議
員　
マ
ン
シ
ョ
ン
住
民

や
転
入
者
は
町
会
・
自
治

会
加
入
が
少
な
い
よ
う
に

思
う
。
近
年
建
設
さ
れ
た

大
規
模
マ
ン
シ
ョ
ン
は
町

会
未
加
入
、
自
治
会
設
置

も
難
航
し
て
い
る
な
ど
問

題
で
あ
る
。
建

設
の
際
に
マ
ン

シ
ョ
ン
内
の
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー

設
置
の
義
務
付

け
や
町
会
・
自

治
会
加
入
を
求

め
る
な
ど
マ
ン

シ
ョ
ン
住
民
の

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

ー
参
加
に
向
け

た
対
策
を
。

市
長　
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
ー
参
加

に
つ
な
が
る
よ

う
努
め
る
。

働
く
保
護
者
の
子
の
み
な

ら
ず
、
全
て
の
児
童
を
対

象
と
し
た
放
課
後
の
成
長

の
場
で
あ
る
「
全
児
童
対

策
」
へ
の
移
行
を
。

市
長　
①
現
在
の
取
り
組

み
を
進
め
て
い
く
②
検
討

し
て
い
く
。

議
員　
次
年
度
、
高
齢
者

福
祉
計
画
を
策
定
す
る

が
、
介
護
予
防
の
概
念
を

拡
大
し
、
シ
ニ
ア
の
健
康

づ
く
り
や
就
労
支
援
、
住

議
員　

広

報
戸
田
市

に
掲
載
の

Ａ
Ｒ
動
画

は
ど
う
活

用
さ
れ
て
い
る
か
。

政
策
秘
書
室
長　
広
報
戸

田
市
で
は
、
読
み
や
す
く

魅
力
の
あ
る
紙
面
づ
く
り

を
目
指
し
て

さ
ま
ざ
ま
な

取
り
組
み
を

実
施
し
て
い

る
。
ス
マ
ホ

を
か
ざ
す
と

写
真
が
動
き

だ
し
様
子
を

印
象
的
に
伝

え
る
Ａ
Ｒ
動

画
も
そ
の
一

つ
。
市
内
の

出
来
事
を
写

真
で
紹
介
す

る
「
Ｔ
Ｏ
Ｄ

Ａ
Ｙ 

Ｓ 

Ｔ

Ｏ
Ｄ
Ａ
」や
、
市
長
メ
ッ

セ
ー
ジ
、
表
紙
等
で
活
用
。

今
後
は
市
が
取
り
組
む
事

業
を
紹
介
す
る
際
も
活
用

し
て
い
く
。

議
員　
広
報
紙
で
の
特
集

や
広
報
番
組
「
ふ
れ
あ
い

戸
田
」
で
Ａ
Ｒ
動
画
の
使

い
方
を
紹
介
で
き
な
い
か
。

政
策
秘
書
室
長　
市
民
の

皆
様
に
知
っ
て
も
ら
い
、

利
用
し
て
も
ら
う
た
め
に

も
、
提
案
を
実
施
す
る
方

向
で
検
討
し
た
い
。

議
員　
全
国
の
ふ
る
さ
と

納
税
返
礼
品
の
紹
介
は

「
モ
ノ
」
情
報
中
心
。
戸
田

市
で
は
「
モ
ノ
」
を
生
み

出
し
た
「
人
」
に
注
目
し
、

「
戸
田
市
の
人
こ
そ
戸
田

市
の
魅
力
・
可
能
性
」
と

い
う
観
点
か
ら
、
込
め
ら

れ
た
思
い
や
開
発
の
物
語

等
も
紹
介
す
る
こ
と
で
、

共
感
や
応
援
し
た
い
気
持

ち
を
生
み
出
す
よ
う
に
し

て
は
ど
う
か
。

環
境
経
済
部
長　
今
後
の

返
礼
品
と
し
て
、
花
火
大

会
や
戸
田
マ
ラ
ソ
ン
等
の

参
加
体
験
型
も
検
討
。
品

物
に
つ
い
て
は
「
生
産
者

の
思
い
等
」
を
よ
り
発
信

し
て
い
け
る
よ
う
、
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
は
じ
め
工
夫

し
て
い
く
。

戸
田
市
の
広
報
番
組
で

使
い
方
を
紹
介
で
き
な
い
か

「
実
施
す
る
方
向
で
検
討
し
た
い
」

林 

冬
彦 

議
員

広報紙ＡＲ動画

市が保育の一定基準を
設けることが必要

県内市で一番高い
介護保険料引き下げを

日本共産党戸田市議団　花井 伸子　議員

戸田の会　酒井 郁郎　議員

「現在の取り組みを進めていく」

「低所得者への配慮を検討する」

議
員　
①
全
国
の
保
育
施

設
で
死
亡
事
故
が
起
こ
っ

て
い
る
。
戸
田
市
に
お
い

て
も
、
園
に
よ
っ
て
は
、

安
全
確
保
の
ノ
ウ
ハ
ウ
不

足
や
、
古
い
考
え
方
の
保

育
内
容
か
ら
更
新
が
な
さ

れ
て
い
な
い
等
の
指
摘
が

あ
る
。
現
状
、
多
様
な
事

業
者
が
保
育
を
行
っ
て
い

る
の
で
、
市
が
一
定
基
準

を
設
け
る
こ
と
が
必
要
。

②
公
立
学
童
保
育
は
、
預

り
時
間
中
の
プ
ロ
グ
ラ
ム

充
実
等
の
改
善
を
。ま
た
、

議
員　
平
成
29
年
度
は
第

７
期
介
護
保
険
料
見
直
し

の
年
で
あ
る
。
現
在
、
戸

田
市
の
介
護
保
険
料
は
県

内
市
の
中
で
最
も
高
い
保

険
料
に
な
っ
て
い
る
。
保

険
料
引
き
下
げ
は
、
市
民

の
強
い
願
い
で
あ
る
。
せ

め
て
埼
玉
県
平
均
の
保
険

料
に
引
き
下
げ
る
べ
き
で

は
。

市
長　
高
齢
化
が
進
み
介

護
給
付
費
の
増
加
が
見
込

ま
れ
る
中
、
介
護
保
険
料

を
引
き
下
げ
る
こ
と
は
大

変
厳
し
い
。
介
護
予
防
事

業
等
を
推
進
し
、
介
護
給

付
費
の
抑
制
に
つ
な
げ
る

こ
と
で
、
健
全
財
政
の
維

持
を
図
る
。
第
７
期
に
お

い
て
は
低
所
得
者
に
配
慮

し
た
適
正
な
所
得
段
階
と

な
る
よ
う
検
討
す
る
。

議
員　
保
育
園
の
待
機
児

童
緊
急
対
策
ア
ク
シ
ョ
ン

プ
ラ
ン
に
基
づ
く
事
業
の

実
施
で
、
待
機
児
ゼ
ロ
に

す
る
こ
と
が
で
き
る
か
。

市
長　
用
地
確
保
や
運
営

事
業
者
新
規
参
入
に
課
題

な
ど
あ
る
が
、
認
可
保
育

所
の
新
設
を
中
心
に
受
け

入
れ
枠
を
拡
大
し
、
平
成

31
年
４
月
ま
で
に
待
機
児

童
解
消
を
目
指
し
て
い
る
。

議
員　
市
民
病
院
の
な
い

戸
田
市
に
と
っ
て
、
市
民

医
療
セ
ン
タ
ー
は
か
け
が

え
の
な
い
公
共
施
設
で
あ

る
。
積
極
的
経
営
改
善
を

行
い
直
営
を
堅
持
す
べ
き
。

市
長　
平
成
30

年
度
か
ら
５
年

間
の
改
革
プ
ラ

ン
で
経
営
改
善

を
図
る
と
と
も

に
、
引
き
続
き
、

市
民
に
「
安
心
・

安
全
・
安
定
」

し
た
医
療
を
提

供
し
た
い
。

総括質問

議員は、毎年３月、６月、９月、12月に開く定
例市議会で、市政全般に対し質問をすることがで
きます。これを「一般質問」といいます。
今定例会では、１６人の議員が一般質問を行い

ました。ここに掲げたのは、その質問・答弁の大
要で、質問者本人が執筆しております。
なお、一般質問の模様は、議会ホームページか

らご覧いただくことができます。

とだ議会だより No.196

▶
市
民
医
療
セ
ン
タ
ー

▲広報戸田市４月１日号の　「TODAY'S　TODA」

▶
シ
ニ
ア
の
セ
カ
ン
ド
ラ
イ
フ
充
実
に
向
け
た
取
り
組
み

は(

写
真
は
シ
ル
バ
ー
ス
ポ
ー
ツ
大
会
：
平
成
27
年)

一般質問一般質問

総
括
質
問

一
般
質
問

委
員
会
の
審
査
か
ら

議
会
を
知
っ
ｔ
ｏ
ｃ
ｏ

総
括
質
問

一
般
質
問

委
員
会
の
審
査
か
ら

議
会
を
知
っ
ｔ
ｏ
ｃ
ｏ

シ
ニ
ア
の
セ
カ
ン
ド

ラ
イ
フ
充
実
に
向
け
て

マ
ン
シ
ョ
ン
住
民
の

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
参
加
へ

保
育
園
待
機
児
をゼ

ロ
に

市
民
医
療
セ
ン
タ
ー
は

市
直
営
を
堅
持
す
べ
き

平成 29 年３月 24 日撮影

ふ
る
さ
と
納
税
返
礼
品
は

思
い
も
紹
介
を

‘
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一般質問

相
対
的
貧
困
の
状
態
に
あ

る
ご
家
庭
の
中
高
生
を
対

象
と
し
た
奨
学
金
制
度
を

創
設
し
て
は
ど
う
か
。

教
育
部
長　
中
村
様
の
御

意
向
に
沿
い
、
特
に
経
済

的
な
理
由
に
よ
り
就
学
困

難
な
子
ど
も
の
後
押
し
と

な
る
給
付
型
奨
学
金
制
度

の
創
設
に
向
け
、
準
備
を

進
め
て
い
る
。
内
容
は
高

校
生
へ
の
奨
学
金
と
世
界

へ
羽
ば
た
く
中
高
生
へ
の

奨
学
金
を
検
討
し
て
い
る
。

▲中学校の授業風景

品
に
加
え
、
奨
学
金
や
犬

猫
殺
処
分
ゼ
ロ
等
の
事
業

に
対
し
て
寄
付
を
募
る
自

治
体
ク

※

ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ

ィ
ン
グ
と
い
う
手
法
を
取

り
入
れ
て
は
ど
う
か
。

環
境
経
済
部
長　
他
市
等

で
の
成
功
事
例
も
あ
り
、

本
市
に
お
い
て
も
研
究
を

進
め
て
い
る
。
現
在
、
委

託
業
者
が
対
応
し
て
お
ら

ず
、
早
期
の
実
現
に
向
け

要
望
中
。
実
施
す
る
事
業

等
は
全
庁
的
な
検
討
を
し

た
い
と
考
え
て
い
る
。

障害者差別解消法施行後
の実施と取り組みは
「市民への周知を引き続き行う」

佐藤 太信 議員

バ
リ
ア
フ
リ
ー

戸
田
市
唯
一の
保
養
所
は

　
　
　
　存
続
さ
せ
る
べ
き

「
民
間
施
設
の
代
替
利
用
含
め
検
討
す
る
」

本
田 

哲 

議
員

白田の湯

議
員　
障

害
者
差
別

解
消
法
が

施
行
さ
れ

１
年
に
な

る
。
不
当
な
差
別
的
取
り

扱
い
及
び
合
理
的
配
慮
の

不
提
供
に
つ
い
て
の
相
談

件
数
と
、
法
施
行
後
の
実

施
と
取
り
組
み
は
。

福
祉
部
長　

こ
れ
ま
で
、

障
害
者
差
別
解
消
法
に
基

づ
く
相
談
の
事
例
は
な
い
。

法
律
に
対
す
る
市
民
へ
の

周
知
を
引
き
続
き
行
う
。

教
育
部
長　
市
内
小
中
学

校
に
確
認
し
た
と
こ
ろ
、

そ
の
よ
う
な
報
告
は
な
か

っ
た
。
今
後
、
関
係
課
や

関
係
機
関
と
連
携
を
図
り
、

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
作
成
を
考

え
て
い
る
。

議
員　
大
人
も
含
め
て
障

が
い
者
は
自
分
か
ら
声
を

上
げ
ら
れ
な
い
人
も
い
る
。

そ
う
い
う
心
の
声
を
く
み

取
れ
る
相
談
体
制
を
お
願

い
し
た
い
。

議
員　
バ
リ
ア
フ
リ
ー
基

本
構
想
は
、
高
齢
者
や
障

が
い
者
の
目
線
を
設
計
や

建
築
に
反
映
す
る
こ
と
が

で
き
る
。
推
進
方
針
は
。

都
市
整
備
部
長　
今
後
、

基
盤
整
備
が
進
ん
だ
時
点

で
基
本
構
想
の
策
定
を
推

進
し
、
高
齢
者
や
障
が
い

者
な
ど
を
含
め
た
協
議
会

等
の
設
置
を
検
討
す
る
。

議
員　
市
内
３
駅
ホ
ー
ム

ド
ア
の
早
急
な
設
置
を
。

市
民
生
活
部
長　
市
長
か

ら
Ｊ
Ｒ
東
日
本
へ
要
望
し

て
い
る
。
ま
た
、
ホ
ー
ム

転
落
防
止
対
策
と
し
て
は
、

戸
田
駅
及
び
北
戸
田
駅
に

内

※

方
線
付
き
点
状
ブ
ロ
ッ

ク
を
設
置
予
定
で
あ
る
。

議
員　
公

共
施
設
再

編
プ
ラ
ン

で
は
、「
施

設
の
廃
止

を
含
め
、
民
間
施
設
の
代

替
利
用
等
に
つ
い
て
検
討

す
る
」
と
な
っ
て
い
る
が
、

白
田
の
湯
の
存
続
を
望
む

声
が
多
数
寄
せ
ら
れ
て
い

る
。
戸
田
市
唯
一
の
保
養

所
は
存
続
さ
せ
る
べ
き
。

市
民
生
活
部
長　
再
編
は
、

５
年
後
の
平
成
34
年
な
の

で
、
今
後
、
建
物
の
売
却

や
取
り
壊
し
等
を
敷
地
所

有
者
と
協
議
、
検
討
す
る
。

宿
泊
サ
ー
ビ
ス
等
は
、
旅

館
や
ホ
テ
ル
等
と
保
養
施

設
契
約
を
結
び
、
市
民
に

利
用
し
て
い
た
だ
く
な
ど
、

民
間
施
設
の
代
替
利
用
も

含
め
検
討
す
る
。

議
員　
利
用
者
、
市
民
の

声
は
聞
く
の
か
。

市
民
生
活
部
長　
ア
ン
ケ

ー
ト
の
実
施
も
考
え
、
市

民
の
声
も
聞
い
て
い
く
。

今後、市や学校と
　　　　 連携・支援を
「必要に応じて支援・協力したい」

金野 桃子 議員

子
ど
も
食
堂

議
員　
中
高
生
の
教
育
の

向
上
の
た
め
、
名
誉
市
民

の
中
村
様

か
ら
ご
寄

付
を
い
た

だ
き
、「
戸

田
市
教
育

基
金
」
が
設
立
さ
れ
た
。

こ
の
基
金
を
生
か
し
て
、

議
員　
生
徒
の
努
力
が
反

映
し
、
意
欲
が
向
上
す
る

よ
う
工
夫
し
て
は
ど
う
か
。

教
育
部
長　
毎
年
度
、
学

業
の
状
況
等
を
確
認
し
、

給
付
を
確
定
し
て
い
く
予

定
。
学
業
成
績
の
著
し
い

不
良
が
あ
れ
ば
給
付
停
止

や
返
還
も
検
討
し
な
け
れ

ば
と
考
え
て
い
る
。

議
員　
返
礼
品
競
争
が
過

熱
し
て
い
る
。
現
在
の
物

議
員　

日

本
は
先
進

国
の
中
で

相
対
的
貧

困
が
高
い

と
い
う
。
全
国
で
広
が
っ

て
い
る
「
子
ど
も
食
堂
」

が
戸
田
市
で
も
始
ま
ろ
う

と
し
て
い
る
。
今
後
、
市

や
学
校
と
連
携
で
き
な
い

か
。

こ
ど
も
青
少
年
部
長　

「
子
ど
も
食
堂
」
は
子
ど
も

や
親
の
居
場
所
、
地
域
と

つ
な
が
る
場
所
と
し
て
有

効
。
必
要
に
応
じ
て
支
援
・

協
力
し
て
い
き
た
い
。

教
育
部
長　
必
要
に
応
じ

て
協
力
し
て
い
き
た
い
。

議
員　
将
来
的
に
各
地
区

に
子
ど
も
の
支
援
拠
点
を

作
り
た
い
。
ま
ず
は
、
現

在
行
わ
れ
て
い
る
学
習
支

援
事
業(

新
曽
地
区)

で

食
事
提
供
を
で
き
な
い
か
。

議
員　
フ
ラ
ワ
ー
セ
ン
タ

ー
戸
田
の
運
営
終
了
で
、

雇
用
さ
れ
て
い
た
障
害
者

等
の
働
く
場
が
な
く
な
っ

て
し
ま
っ
た
。
一
事
業
終

了
で
、
仕
事
が
継
続
で
き

な
い
方
を
つ
く
っ
て
は
な

ら
な
い
と
考
え
る
。
対
応

は
ど
う
し
て
い
る
の
か
。

環
境
経
済
部
長　
蕨
戸
田

衛
生
セ
ン
タ
ー
組
合
の
リ

サ
イ
ク
ル
フ
ラ
ワ
ー
セ
ン

相
対
的
貧
困
の
子
ど
も
た
ち
へ

                   

制
度
の
創
設
を

「
給
付
型
制
度
の
創
設
に
向
け
準
備
中
」

矢
澤 

青
河 

議
員

奨学金

▶
戸
田
公
園
駅
に
あ
る
内
方
線
付
き

点
状
ブ
ロ
ッ
ク
。
平
成
29
年
度
は

戸
田
駅
、
北
戸
田
駅
に
設
置
予
定
。

▶ 

白
田
の
湯
全
景

こ
ど
も
青
少
年
部
長　
今

後
、
研
究
し
て
い
き
た
い
。

議
員　
「
就
労
」
だ
け
で

は
な
く
「
起
業
」
へ
の
支

援
と
し
て
、
公
共
施
設
等

で
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
シ
ョ
ッ

プ
を
企
画
し
て
は
。
あ
わ

せ
て
座
談
会
の
開
催
を
。

環
境
経
済
部
長　
６
月
に

あ
い
パ
ル
で
企
画
す
る
。

座
談
会
も
企
画
す
る
。

◀
市
内
で
開
か
れ
た
女
性
起
業
支
援

イ
ベ
ン
ト

新
た
な
ふ
る
さ
と
納
税
へ

女
性
の
起
業
支
援
を

医
療
と
介
護
の
連
携
を

設
計
や
建
築
に
高
齢
者

や
障
が
い
者
の
目
線
を

転
落
防
止
と
し
て
早
急
な

ホ
ー
ム
ド
ア
の
設
置
を

障
害
者
の
雇
用
継
続
を

総
括
質
問

一
般
質
問

委
員
会
の
審
査
か
ら

議
会
を
知
っ
ｔ
ｏ
ｃ
ｏ

総
括
質
問

一
般
質
問

委
員
会
の
審
査
か
ら

議
会
を
知
っ
ｔ
ｏ
ｃ
ｏ

議
員　
団
塊
の
世
代
が
後

期
高
齢
者
と
な
る
２
０
２

５
年
ま
で
に
地
域
包
括
ケ

ア
シ
ス
テ
ム
を
構
築
す
る

こ
と
が
必
要
だ
。
医
療
と

介
護
の
連
携
強
化
を
。

福
祉
部
長　
今
後
も
市
が

調
整
役
と
な
り
、
各
関
係

機
関
と
密
な
連
携
を
図
り

な
が
ら
進
め
て
い
く
。

タ
ー
事
業
や
環
境
経
済
部

で
所
管
し
て
い
る
関
係
団

体
の
事
業
活
動
、
そ
の
他

各
種
事
業
に
お
い
て
、
雇

用
の
拡
大
や
新
た
な
雇
用

創
出
に
つ
い
て
要
請
、
検

討
し
て
い
る
。

議
員　
リ
サ
イ
ク
ル
フ
ラ

ワ
ー
セ
ン
タ
ー
の
仕
事
枠

を
広
げ
、
雇
用
継
続
が
行

え
る
よ
う
、
蕨
戸
田
衛
生

セ
ン
タ
ー
組
合
と
の
協
議

の
継
続
を
要
望
す
る
。

          つぶやき

子
ど
も
食
堂
が

  

で
き
た
ら
い
い
な
！

          つぶやき
全
て
の
子
ど
も
た
ち
に

学
べ
る
機
会
の
保
障
を

※内方線付き点状ブロック……視覚障害者がホームから転落するのを防ぐために新たに考え出された点字ブロックで、従来の点字
ブロックに線が一本加わり、どちら側に電車が来るのかが、わかるようになっている。

※ クラウドファンディング……プロジェクトに対する賛同者をネット上で募り、資金の提供や協力などを集める仕組み。
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し
を
検
討
し
て
は
ど
う
か
。

市
民
生
活
部
長　
今
後
の

向
田
地
区
の
ま
ち
づ
く
り

の
状
況
を
勘
案
し
な
が
ら

慎
重
に
検
討
し
、
今
後
の

課
題
と
す
る
。

妊
・
矯
正
手
術
、
里
親
へ

の
譲
渡
、
餌
や
り
ル
ー
ル

の
啓
発
、
苦
情
対
応
な
ど

行
っ
て
き
た
。
県
補
助
金

は
３
年
間
の
限
定
で
あ
り
、

２
０
１
７
年
度
で
終
了
と

な
る
。
今
後
の
事
業
継
続

の
た
め
、
県
へ
の
要
請
と

と
も
に
、
市
と
し
て
事
業

を
継
続
し
て
い
く
考
え
は
。

環
境
経
済
部
長　
継
続
的

に
野
良
猫
の
増
加
防
止
に

取
り
組
ん
で
い
く
こ
と
は

大
切
で
あ
り
、
県
に
対
し

て
要
望
し
て
い
く
と
と
も

に
、
活
動
団
体
の
状
況
や

要
望
を
聞
き
な
が
ら
、
市

民
の
皆
様
と
と
も
に
野
良

猫
に
関
す
る
地
域
課
題
の

解
決
に
取
り
組
む
。

議
員　

期

日
前
投
票

所
は
西
部

地
域
に
コ

ン
パ
ル
が

あ
る
が
、
地
域
が
広
い
た

め
に
不
便
を
感
じ
て
い
る

人
が
多
い
。「
イ
オ
ン
モ

ー
ル
北
戸
田
内
」
か
「
西

部
福
祉
セ
ン
タ
ー
」
へ
設

置
し
て
は
。

行
政
委
員
会
事
務
局
長　

民
間
施
設
に
設
置
す
る
こ

と
に
つ
い
て
は
解
決
す
べ

き
課
題
は
あ
る
が
、
利
便

性
向
上
に
有
効
な
施
策
な

の
で
、
西
部
福
祉
セ
ン
タ

ー
と
併
せ
て
、
引
き
続
き

検
討
す
る
。

議
員　
敬
老
祝
金
は
平
成

26
年
度
に
改
正
さ
れ
、
10

段
階
か
ら
４
段
階
に
、
回

数
、
金
額
と
も
に
削
減
さ

れ
た
。
高
齢
者
か
ら
「
さ

さ
や
か
な
楽
し
み
を
奪
わ

な
い
で
ほ
し
い
」
と
い
う

声
が
多
く
上
が
っ
て
い
る
。

再
度
、
支
給
回
数
を
10
段

階
に
戻
す
べ
き
で
は
な
い

か
。

福
祉
部
長　
高
齢
者
人
口

の
増
加
、
社
会
状
況
の
変

化
に
伴
い
、
高
齢
者
サ
ー

ビ
ス
見
直
し
の
中
で
、
議

会
で
さ
ま
ざ
ま
な
議
論
を

し
て
決
定
し
た
。
10
段
階

に
戻
す
こ
と
は
困
難
。

議
員　
西
部
地
域
で
美
女

木
向
田
地
域
に
マ
ン
シ
ョ

ン
や
住
宅
が
急
増
し
た
た

め
、「
交
通
の
便
を
良
く

し
て
ほ
し
い
」
と
の
要
望

が
出
さ
れ
て
い
る
。
ｔ
ｏ

ｃ
ｏ
バ
ス
の
ル
ー
ト
見
直

保育園や教室不足の
　　　　　　対応を

「マンションに保育施設の協議義務」
高橋 秀樹 議員

大
型
マ
ン
シ
ョ
ン

議
員　

埼

京
線
の
開

通
以
来
、

人
口
が
増

加
し
、
大

手
企
業
等
の
移
転
の
跡
地

に
大
型
マ
ン
シ
ョ
ン
が
建

設
さ
れ
、
保
育
園
や
学
校

の
教
室
不
足
と
な
っ
て
い

る
。
①
工
業
地
域
に
マ
ン

シ
ョ
ン
建
設
の
規
制
を
②

企
業
の
情
報
収
集
の
た
め

に
、
業
種
別
懇
談
会
や
規

模
別
懇
談
会
も
必
要
で
は

③
保
育
園
の
設
置
を
義
務

議
員　

ご

み
集
積
所

の
カ
ラ
ス

対
策
、
強

風
時
の
散

乱
を
防
止
す
る
ボ
ッ
ク
ス

型
ネ
ッ
ト
が
効
果
を
上
げ

て
い
る
。
衛
生
自
治
会
に

紹
介
し
、
ボ
ッ
ク
ス
型
へ

変
更
し
て
は
。

環
境
経
済
部
長　
地
域
環

境
を
良
好
に
維
持
し
て
い

く
た
め
、
ネ
ッ
ト
ボ
ッ
ク

ス
の
よ
う
な
新
た
な
対
処

方
法
を
紹
介
す
る
な
ど
、

適
宜
情
報
を
発
信
す
る
。

議
員　

新
曽(

仮
称)

２

号
公
園
南
側
道
路
に
横
断

歩
道
を
設
置
す
べ
き
。

　
市
民
生
活
部
長　
市
か
ら

蕨
警
察
署
に
要
望
書
を
提

出
す
る
と
と
も
に
、
路
面

標
示
や
立
て
看
板
の
設
置

な
ど
注
意
喚
起
対
策
を
検

討
す
る
。

議
員　
市
内
の
動
物
愛
護

団
体
が
埼
玉
県
地
域
猫
活

動
推
進
事
業
補
助
金
の
交

付
を
受
け
活
動
し
２
年
が

経
過
す
る
。
こ
の
間
３
０

０
匹
以
上
の
野
良
猫
の
避

教
育
部
長　
い
じ
め
や
不

登
校
対
策
に
つ
い
て
の
対

応
は
、
全
国
的
な
課
題
と

な
っ
て
い
る
。
ス
ク
ー
ル

ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
の

増
員
に
向
け
、
県
に
対
し

て
強
く
要
望
す
る
。

議
員　
市
内
３
駅
の
駅
前

喫
煙
所
の
受
動
喫
煙
防
止

対
策
を
徹
底
し
て
ほ
し
い
。

環
境
経
済
部
長　
北
戸
田

駅
で
は
植
栽
に
よ
り
分
煙

化
。
戸
田
駅
で
は
、
西
口

の
駅
前
開
発
中
、
暫
定
的

に
植
栽
と
白
線
で
歩
行
者

か
ら
一
定
の
距
離
を
置
い

て
い
る
。
戸
田
公
園
駅
で

は
、
歩
道
の
中
央
付
近
か

ら
や
や
車
道
側
へ
移
動
し
、

プ
ラ
ン
タ
ー
の
植
栽
で
分

煙
化
を
実
施
予
定
で
あ
る
。

議
員　
植
栽
の
分
煙
で
は

不
十
分
、
完
全
分
煙
が
難

し
い
な
ら
廃
止
し
て
は
。

環
境
経
済
部
長　
ポ
イ
捨

て
を
減
ら
す
た
め
に
駅
前

の
喫
煙
所
は
必
要
で
あ
る
。

議
員　

さ

ま
ざ
ま
な

課
題
を
抱

え
る
児
童

生
徒
が
増

え
て
い
る
。
ス
ク
ー
ル
ソ

ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
は
、

児
童
生
徒
の
環
境
に
働
き

か
け
、
家
庭
、
学
校
、
地

域
の
関
係
機
関
を
つ
な
ぎ
、

児
童
生
徒
の
悩
み
や
課
題

の
解
決
に
向
け
て
支
援
す

る
専
門
家
で
あ
る
。
福
祉

的
な
観
点
か
ら
ス
ク
ー
ル

ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
の

増
員
を
求
め
る
。

西
部
地
域
に

期
日
前
投
票
所
の
増
設
を

「
民
間
施
設
設
置
は
引
き
続
き
検
討
す
る
」

土
屋 

英
美
子 

議
員

選挙

化
で
き
な
い
か
④
教
室
不

足
の
対
応
で
、
教
育
施
設

基
金
等
の
寄
附
要
請
は
。

都
市
整
備
部
長　
①
建
築

基
準
法
上
、
工
業
地
域
に

マ
ン
シ
ョ
ン
建
設
等
の
規

制
は
現
時
点
で
は
難
し
い
。

環
境
経
済
部
長　
②
業
界

と
連
携
し
情
報
提
供
に
努

め
る
。

こ
ど
も
青
少
年
部
長　
③

３
０
０
戸
以
上
の
マ
ン
シ

ョ
ン
建
設
に
は
、
保
育
施

設
の
協
議
を
義
務
化
し
た
。

教
育
部
長　
④
国
の
指
導

も
あ
り
、
難
し
い
。

議
員　
①
マ
ン
シ
ョ
ン
住

民
の
町
会
加
入
が
少
な
く
、

広
報
や
議
会
だ
よ
り
等
、

市
の
配
布
物
が
届
い
て
い

な
い
。
町
会
へ
の
連
絡
費

を
引
き
上
げ
ら
れ
な
い
か

②
防
災
訓
練
や
市
民
体
育

祭
、
盆
踊
り
等
の
参
加
も

少
な
い
と
思
う
が
ど
う
か
。

市
民
生
活
部
長　
①
ア
ン

スクールソーシャルワーカー
の増員を

「県に対し強く要望する」
浅生 和英 議員

教
育
相
談

危
険
箇
所
に
横
断
歩
道
を

ｔ
ｏ
ｃ
ｏ
バ
ス
の

ル
ー
ト
見
直
し
を

マ
ン
シ
ョ
ン
住
民
の

地
域
交
流
も
必
要

敬
老
祝
金
を

　

  

10
段
階
に
戻
し
て

◀ 

ｔ
ｏ
ｃ
ｏ
バ
ス
美
笹
循
環
車
両

新
型
ネ
ッ
ト
ボ
ッ
ク
ス

               

へ
の
改
善
を

「
各
衛
生
自
治
会
の
判
断
で
可
能
で
あ
る
」

花
井 

伸
子 

議
員

ごみ集積所

▶
戸
田
公
園
駅
前
の
喫
煙
所

◀
ご
み
集
積
所

▶
ネ
ッ
ト
ボ
ッ
ク
ス

ケ
ー
ト
で
は
、
集
合
住
宅

で
４
割
超
の
加
入
。
町
会

加
入
促
進
は
住
宅
建
設
時

の
事
業
者
へ
の
指
導
等
を

実
施
。
連
絡
費
で
は
、
交

流
促
進
と
し
て
、
広
報
配

布
も
依
頼
。
引
き
上
げ
は

考
え
て
い
き
た
い
②
地
域

イ
ベ
ン
ト
参
加
に
よ
り
地

域
が
活
性
化
し
、
町
会
加

入
に
つ
な
が
る
の
で
、
工

夫
を
重
ね
実
施
し
て
い

く
。

◀
こ
ど
も
の
国
さ
く
ら
草
保
育
園(

平
成
27
年
）

総
括
質
問

一
般
質
問

委
員
会
の
審
査
か
ら

議
会
を
知
っ
ｔ
ｏ
ｃ
ｏ

総
括
質
問

一
般
質
問

委
員
会
の
審
査
か
ら

議
会
を
知
っ
ｔ
ｏ
ｃ
ｏ

そ
の
他
の
質
問

Ｑ
Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
推
進
を
。

Ａ
さ
ら
に
活
用
推
進
を

図
る
。

駅
前
喫
煙
所
の受動

喫
煙

議
員　
多
く
の
人
が
駅
を

利
用
す
る
。
喫
煙
所
の
設

置
と
ポ
イ
捨
て
マ
ナ
ー
問

題
は
切
り
離
し
て
考
え
る

べ
き
で
あ
る
。

地
域
猫
活
動
補
助
金
の

継
続
を
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一般質問

▶ 

使
わ
れ
て
い
な
い
歩
道
橋

　

(

戸
田
市
本
町
歩
道
橋)

▶
中
町
多
目
的
広
場

総
括
質
問

一
般
質
問

委
員
会
の
審
査
か
ら

議
会
を
知
っ
ｔ
ｏ
ｃ
ｏ

総
括
質
問

一
般
質
問

委
員
会
の
審
査
か
ら

議
会
を
知
っ
ｔ
ｏ
ｃ
ｏ

戸田東小通学路の
　　　　　安全対策を

「横断歩道は蕨警察署に設置を要望」
むとう 葉子 議員

子
育
て
環
境

周
辺
住
民
へ
の
特
別
な

　
　
　
　
　周
知
方
法
を

「
関
係
課
と
連
携
し
検
討
す
る
」

遠
藤 

英
樹 

議
員

防犯

議
員　

下

前
に
あ
る

大
型
マ
ン

シ
ョ
ン
北

側
の
戸
田

東
小
通
学
路
は
、
交
通
量

が
多
く
危
険
で
あ
る
。
横

断
歩
道
の
設
置
と
交
通
指

導
員
の
配
置
、
ま
た
学
校

ま
で
の
通
学
区
域
を
ゾ
ー

ン
30
に
指
定
す
る
な
ど
の

安
全
対
策
を
。

市
民
生
活
部
長　
横
断
歩

道
は
蕨
警
察
署
に
設
置
を

要
望
済
み
。
路
面
標
示
や

立
て
看
板
の
設
置
な
ど
注

意
喚
起
対
策
を
検
討
中
。

教
育
部
長　
交
通
指
導
員

配
置
は
学
校
や
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
と
連
携
の
上
、
検
討
。

都
市
整
備
部
長　
平
成
27

年
度
、
戸
田
東
小
の
通
学

路
の
一
部
を
ゾ
ー
ン
30
に

指
定
。
そ
の
他
の
区
域
は

効
果
を
見
な
が
ら
検
討
。

議
員　
２
千
人
規
模
の
小

中
一
貫
校
は
大
き
過
ぎ
る

の
で
は
。
平
成
27
年
度
に

修
繕
改
修
工
事
は
終
了
。

建
物
の
健
全
度
調
査
で
も

10
年
以
内
と
な
っ
て
い
る
。

通
学
区
を
見
直
す
な
ど
、

拙
速
な
建
て
替
え
は
必
要

な
い
の
で
は
な
い
か
。

教
育
部
長　
規
模
に
お
い

て
は
問
題
な
い
と
考
え
て

お
り
、
通
学
区
の
見
直
し
、

建
て
替
え
の
再
検
討
は
考

え
て
い
な
い
。

議
員　
ボ
ー
ル
広
場
に
バ

ス
ケ
ッ
ト
ゴ
ー
ル
と
サ
ッ

カ
ー
ゴ
ー
ル
設
置
の
要
望

署
名
を
提
出
し
た
が
、
設

置
の
考
え
は
。

財
務
部
長　
で
き
る
だ
け

早
く
関
係
部
署
と
相
談
し

て
、
有
効
活
用
さ
れ
る
こ

と
を
目
指
す
。

議
員　
ピ
ー
ス
ガ
ー
ド
メ

ー
ル
や
防
災
行
政
無
線
等

で
の
市
民
へ
の
犯
罪
情
報

の
提
供
に
つ
い
て
合
意
さ

れ
た
ル
ー

ル
は
あ
る

か
。

市
民
生
活

部
長　
町
会
連
合
会
・
蕨

警
察
署
・
市
で
「
戸
田
市

犯
罪
情
報
の
住
民
提
供
等

に
関
す
る
協
定
」
を
締
結

し
て
い
る
。

議
員　
重
大
な
犯
罪
で
あ

り
、
市
民
が
巻
き
込
ま
れ

る
可
能
性
が
高
い
よ
う
な

事
件
に
つ
い
て
は
、
周
辺

住
民
へ
の
特
別
な
周
知
方

法
を
事
前
に
決
定
し
て
お

く
べ
き
で
は
な
い
か
。
そ

れ
は
属
人
的
で
は
な
く
、

マ
ニ
ュ
ア
ル
と
す
べ
き
と

考
え
る
が
ど
う
か
。

市
民
生
活
部
長　
マ
ニ
ュ

ア
ル
作
成
も
含
め
、
関
係

課
と
連
携
し
て
検
討
す
る
。

議
員　
①
抜
け
道
に
な
っ

て
い
る
細
い
路
地
②
市
民

に
使
わ
れ
て
い
な
い
歩
道

橋
の
下
③
視
認
性
の
悪
い

標
識
な
ど
、
交
通
事
故
の

危
険
性
を
は
ら
む
箇
所
に

つ
い
て
対
策
を
伺
う
。

市
民
生
活
部
長　
①
通
過

車
両
へ
の
対
策
は
、
地
域

の
総
意
と
し
て
要
望
い
た

だ
け
れ
ば
市
と
し
て
の
対

策
や
警
察
要
望
を
行
う
②

よ
り
安
全
に
道
路
を
横
断

す
る
こ
と
が
で
き
る
歩
道

橋
の
利
用
低
下
を
促
し
て

し
ま
う
こ
と
か
ら
、
横
断

歩
道
の
設
置
は
で
き
ず
、

歩
道
橋
を
利
用
し
て
ほ
し

い
③
道
路
標
識
を
所
管
し

て
い
る
蕨
警
察
署
に
、
標

識
の
設
置
場
所
の
移
設
を

含
め
視
認
性
向
上
を
促
す
。

          つぶやき
自
己
防
衛
が

一
番
大
切
で
す
ね

戸
田
東
小
中
一
貫
校
の

建
て
替
え
は
延
期
を

中
町
多
目
的
広
場
の

整
備
を

交
通
事
故
対
策
は

に
お
け
る
禁
煙
・
分
煙
の

実
施
状
況
を
調
査
し
、
実

施
店
に
は「
禁
煙
・
分
煙
ス

テ
ッ
カ
ー
」
を
店
頭
に
掲

示
し
て
い
た
だ
く
よ
う
準

備
を
進
め
る
。
ま
た
、
市

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
禁

煙
・
分
煙
店
を
公
表
し
て

い
く
。

議
員　
市
が
行
っ
て
い
る

乳
幼
児
期
の
子
供
・
妊
婦

を
対
象
と
し
た
家
庭
内
の

喫
煙
状
況
及
び
保
健
指
導

に
つ
い
て
伺
う
。

１
５
９
人
中
８
人
）。
該
当

す
る
保
護
者
に
受
動
喫
煙

の
害
や
た
ば
こ
の
誤
飲
な

ど
事
故
防
止
の
指
導
を
、

妊
婦
の
方
に
は
早
産
の
リ

ス
ク
等
、
禁
煙
指
導
・
支

援
を
行
っ
て
い
る
。

民間会社の子ども見守り
              端末の活用を

「校長会議の課題にし前向きに検討」
竹内 正明 議員

防
犯
対
策議

員　
飲

食
店
を
利

用
す
る
際

の
た
ば
こ

を
吸
わ
な

い
人
の
健
康
を
守
る
対
策

と
し
て
、
禁
煙
か
分
煙
か
、

目
に
見
え
る
形
に
し
て
は

ど
う
か
。
市
だ
け
で
な
く
、

各
団
体
・
事
業
者
と
連
携

し
て
効
果
的
に
取
り
組
ん

で
い
た
だ
け
な
い
か
。

福
祉
部
長　
市
内
飲
食
店

福
祉
部
長　
28
年
４
月
～

12
月
に
実
施
し
た
４
か
月

児
健
診
で
は
、
母
親
の
喫

煙
率
２
・
６
％
・
父
親
31
・

２
％
、
１
歳
８
か
月
児
健

診
で
は
、
母
親
５
・
２
％
・

父
親
36
・
７
％
、
３
歳
６

か
月
児
健
診
で
は
、
母
親

６
・
５
％
・
父
親
34
・
８
％
。

父
親
の
喫
煙
率
は
ど
の
健

診
に
お
い
て
も
３
割
程
度

で
、
母
親
に
つ
い
て
は
子

供
の
年
齢
が
上
が
る
に
つ

れ
て
喫
煙
者
が
増
加
し
て

い
る
。
妊
婦
の
喫
煙
率
は

０
・
７
％（
妊
娠
届
出
者
１

議
員　

市

内
で
小
中

学
生
を
被

害
に
遭
わ

せ
る
不
審

者
な
ど
の
発
生
が
多
い
。

現
状
を
伺
う
。

市
民
生
活
部
長　
昨
年
12

月
か
ら
３
カ
月
間
に
子
ど

も
に
対
す
る
不
審
者
情
報

は
12
件
。
学
校
付
近
で
も

下
校
時
間
に
不
審
者
が
目

撃
さ
れ
た
り
す
る
現
状
が

あ
り
、
青
パ
ト
に
よ
る
警

そ
の
他
の
質
問

飲
食
店
で
の
対
策
を

　
　
　徹
底
す
べ
き
で
は

「
予
防
対
策
に
取
り
組
む
」

三
輪 

な
お
子 

議
員

受動喫煙

まもるっくはご⾼高齢者やお⼦子様、⼥女女性の
「屋外での⾒見見守り」を可能にした通話機
能・安否確認付き多機能モバイルセキュリ
ティサービスです。�

戒
を
強
化
し
て
い
る
。

議
員　
学
校
に
お
け
る
防

犯
教
育
の
現
状
と
課
題
は
。

教
育
部
長　
体
験
を
通
し

て
学
ぶ
実
践
的
な
防
犯
教

育
を
実
施
し
て
い
る
が
内

容
の
改
善
も
課
題
で
あ
る
。

議
員　
子
ど
も
１
１
０
番

の
活
用
や
防
犯
ブ
ザ
ー
の

使
い
方
な
ど
、
実
際
に
危

険
な
状
況
で
子
ど
も
が
身

を
守
れ
る
よ
う
な
訓
練
や

指
導
を
。

▲屋外での見守り「まもるっく」
( 提供：ＡＬＳＯＫ )

Ｑ
街
路
樹
の
清
掃
な
ど

に
市
民
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
な
ど
の
検
討
を
。

Ａ
研
究
し
て
い
く
。

教
育
部
長　
と
っ
さ
の
場

面
で
も
使
え
る
よ
う
繰
り

返
し
指
導
し
て
い
く
。

議
員　
児
童
や
保
護
者
の

安
心
・
安
全
の
た
め
、「
子

ど
も
見
守
り
シ
ス
テ
ム
」

の
導
入
を
検
討
し
て
は
。

教
育
部
長　
イ
ン
フ
ラ
整

備
の
観
点
か
ら
本
市
で
の

導
入
は
難
し
い
と
考
え
る
。

議
員　
児
童
が
学
校
を
出

た
こ
と
が
保
護
者
に
伝
わ

る
民
間
会
社
の
「
Ｇ
Ｐ
Ｓ

機
能
付
き
通
信
端
末
」
が

あ
る
。
活
用
を
可
能
に
し

て
は
ど
う
か
。

教
育
部
長　
保
護
者
の
気

持
ち
は
十
分
理
解
す
る
。

今
後
、
校
長
会
議
の
議
題

に
し
前
向
き
に
検
討
す
る
。

議
員　
こ
れ
ら
の
状
況
を

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
で
お
知

ら
せ
し
、
知
識
の
普
及
・

啓
発
で
き
な
い
か
。

福
祉
部
長　
積
極
的
に
実

施
し
て
い
く
。

▲受動喫煙防止ポスター
(提供：ファイザー株式会社)
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一般質問

は
大
変
重
要
な
こ
と
で
あ

り
、
参
加
し
や
す
い
仕
組

み
は
必
要
と
認
識
し
て
い

る
。「
介
護
支
援
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
制
度
」
と
い
う
全
市

で
統
一
的
な
制
度
を
導
入

す
る
か
ど
う
か
は
、
今
後

他
市
の
状
況
な
ど
も
参
考

に
検
討
し
て
い
き
た
い
。

総
括
質
問

一
般
質
問

委
員
会
の
審
査
か
ら

議
会
を
知
っ
ｔ
ｏ
ｃ
ｏ

総
括
質
問

一
般
質
問

委
員
会
の
審
査
か
ら

議
会
を
知
っ
ｔ
ｏ
ｃ
ｏ

用
に
つ
い
て
伺
う
。
ま
た
、

ハ
ー
ド
面
で
の
整
備
だ
け

で
な
く
、
多
様
な
イ
ベ
ン

ト
の
誘
致
、
情
報
の
発
信

等
、
ソ
フ
ト
面
で
の
整
備

に
つ
い
て
の
考
え
も
伺
う
。

都
市
整
備
部
長　
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
で
は
、
イ
ベ
ン

ト
ス
ペ
ー
ス
の
設
置
、
緑

の
確
保
、
夜
間
照
明
の
工

夫
な
ど
の
提
案
が
出
た
。

こ
れ
ら
の
提
案
を
考
慮
し

「
戸
田
な
ら
で
は
の
空
間

づ
く
り
」
を
検
討
し
て
い

く
。
ソ
フ
ト
面
で
の
整
備

で
は
、
駅
前
広
場
に
イ
ベ

ン
ト
等
、
多
目
的
に
利
用

可
能
な
ス
ペ
ー
ス
の
設
置

を
検
討
し
、「
利
用
目
的
の

範
囲
」、「
利
用
の
手
続
き
」

等
に
つ
い
て
も
、
併
せ
て

検
討
し
て
い
き
た
い
。

議
員　

戸

田
駅
は
戸

田
市
の
中

心
に
位
置

す
る
。
に

ぎ
わ
い
あ
る
、
戸
田
な
ら

で
は
の
駅
前
広
場
を
。

都
市
整
備
部
長　
戸
田
駅

周
辺
は
、
都
市
マ
ス
タ
ー

プ
ラ
ン
に
お
い
て
、「
賑
わ

い
と
活
力
の
あ
る
拠
点
地

域
」
と
「
東
西
方
向
の
都

市
軸
に
よ
る
賑
わ
い
空

間
」
の
形
成
を
基
本
方
針

と
し
て
い
る
。
現
在
、
西

口
駅
前
の
道
路
で
は
、
前

谷
馬
場
線
、
西
口

駅
前
通
り
線
の
整

備
を
実
施
し
た
。
今

後
は
、
電
線
地
中

化
整
備
後
に
、
警

察
、
Ｊ
Ｒ
東
日
本

と
の
協
議
な
ど
を

経
て
、
駅
前
広
場

の
本
整
備
を
実
施

す
る
予
定
。

議
員　

平
成
27
年

か
ら
計
４
回
開
催

さ
れ
た
戸
田
駅
の

西
口
周
辺
整
備
に

関
す
る
ワ
ー
ク
シ

ョ
ッ
プ
の
内
容
活

議
員　

健

康
維
持
と

介
護
予
防

の
観
点
か

ら
、
地
域

や
人
の
つ
な
が
り
を
深
め

る
こ
と
、
生
き
生
き
と
し

た
地
域
社
会
づ
く
り
を
推

進
す
る
「
介
護
支
援
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
制
度
」
を
導
入

し
て
は
ど
う
か
。

福
祉
部
長　
本
市
で
導
入

す
る
に
当
た
っ
て
は
、
制

度
を
導
入
す
る
課
題
の
検

証
、
具
体
的
な
仕
組
み
づ

く
り
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団

体
の
意
向
調
査
な
ど
幅
広

い
調
整
が
必
要
に
な
る
と

考
え
る
。
今
後
、
他
市
町

村
の
事
業
内
容
や
本
市
で

の
活
動
実
態
も
勘
案
し
な

が
ら
、
戸
田
市
の
実
情
に

即
し
た
介
護
支
援
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
制
度
に
つ
い
て
、

さ
ら
に
研
究
を
し
て
い
き

た
い
。

議
員　
地
域
全
体
で
支
え

て
い
く
地
域
包
括
ケ
ア
シ

ス
テ
ム
へ
の
第
一
歩
と
な

る
「
介
護
支
援
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
制
度
」
だ
と
考
え
る
。

住
民
が
互
い
に
助
け
合
う

「
お
互
い
さ
ま
」
の
地
域

づ
く
り
に
結
び
つ
く
、
新

た
な
取
り
組
み
は
あ
る
か
。

　
福
祉
部
長　
地
域
の
住
民

の
つ
な
が
り
や
助
け
合
い

が
必
要
で
あ
る
。

①
焼
却
処
理
削
減

の
取
り
組
み
と
課

題
は
何
か
。
ご
み

発
生
を
抑
え
る
新

た
な
施
策
は
②
家

庭
で
簡
単
に
生
ご

み
を
処
理
で
き
る

「
ベ
ラ
ン
ダ
de
キ

エ
ー
ロ
」
を
導
入

し
て
は
。

環
境
経
済
部
長　

①
17
種
類
の
分
別

と
花
苗
交
換
事
業

を
実
施
し
、
ご
み

の
資
源
化
や
生
ご
み
の
減

量
化
に
取
り
組
ん
で
き
た
。

継
続
的
な
取
り
組
み
が
重

要
で
あ
り
、
市
民
へ
の
意

識
啓
発
が
課
題
で
あ
る
。

ゼ
ロ
・
ウ
ェ
イ
ス
ト
の
考

え
方
を
含
め
、
市
民
へ
の

情
報
発
信
や
、
意
識
啓
発

の
た
め
の
施
策
を
検
討
し

た
い
②
生
ご
み
処
理
機
と

し
て
有
効
な
手
だ
て
の
一

つ
と
考
え
る
。
導
入
状
況

を
調
査
し
、
研
究
し
て
い

く
。

議
員　

地

球
温
暖
化

防
止
・
持

続
可
能
な

循
環
型
社

会
へ
の
構
築
に
は
、「
焼

却
・
埋
め
立
て
の
ご
み
処

理
」
か
ら
の
脱
却
が
求
め

ら
れ
る
。
焼
却
処
理
さ
れ

る
ご
み
の
多
く
は
、
資
源

化
が
可
能
で
あ
る
。
ご
み

の
発
生
自
体
を
減
ら
す
こ

と
に
力
を
入
れ
る「
ゼ
ロ・

ウ
ェ
イ
ス
ト
」（
ご
み
ゼ

ロ
）
の
運
動
と
取
り
組
み

に
ぎ
わ
い
あ
る

戸
田
な
ら
で
は
の
駅
前
広
場
を

「
電
線
地
中
化
後
に
整
備
予
定
」

十
川 

拓
也 

議
員

戸田駅前 ごみの発生を減らす
　　ゼロ・ウェイスト運動を
「考え方を含め施策を検討したい」

手塚 静枝 議員

ご
み
ゼ
ロ

※

◀
戸
田
駅
西
口
周
辺
の
整
備
検
討
エ
リ
ア

介
護
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
制
度

　
　

  

　
　
　を
導
入
し
て
は

「
実
情
に
即
し
た
制
度
を
さ
ら
に
研
究
」

石
川 

清
明 

議
員

健康寿命延伸

▶
ベ
ラ
ン
ダ
de
キ
エ
ー
ロ

　

(

埼
玉
県
ふ
じ
み
野
市
ご
み
ダ
イ
エ
ッ
ト

通
信
№
１
よ
り)
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①同じ話を無意識に繰り返す                 点 

②知っている人の名前が思い出せない             点 

③物のしまい場所を忘れる                  点 

④漢字を忘れる                                      点 

⑤いま、しようとしていることを忘れる                 点 

⑥器具の説明書を読むのを面倒がる                     点 

⑦理由もないのに気がふさぐ                           点 

⑧身だしなみに無関心である                           点 

⑨外出をおっくうがる                              点 

⑩物（財布など）見当たらないことを他人のせいにする    点 

 

評 価 
■ ０～ ８点・・・現在のところ心配なし 

■ ９～１３点・・・要注意 

■１４～２０点・・・認知症の始まり？医師に相談しましょう！ 

採点法	 

ほとんどない・・・０

点	 

ときどきある・・・１

合計   点 

認知症は早めに 

気づくことが大切です 

▲認知症チェックリスト
　( 戸田市版「認知症ケアパス」より )

議
員　
「
産
後
う
つ
」
が

深
刻
化
す
れ
ば
育
児
放
棄

や
虐
待
の
恐
れ
が
あ
る
た

め
、
う
つ
予
防
や
早
期
発

見
の
健
診
費
用
を
助
成
す

る「
産
婦
健
康
診
査
事
業
」

が
国
の
新
年
度
予
算
案
に

計
上
さ
れ
て
い
る
。
健
診

事
業
の
創
設
を
求
め
る
。

福
祉
部
長　
う
つ
検
査
や

産
後
ケ
ア
事
業
の
実
施
が

必
須
の
補
助
要
件
で
あ
る

こ
と
か
ら
、
事
業
の
創
設

は
、
直
ち
に
と
は
い
か
な

い
。
今
後
、
検
討
す
る
。

産
後
う
つ
予
防
「
産

婦
健
康
診
査
事
業
」

の
創
設
を

そ
の
他
の
質
問

そ
の
他
の
質
問

Ｑ
「
認
知
症
簡
易
チ
ェ

ッ
ク
」
を
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
に
導
入
し
て
は
。

Ａ
「
認
知
症
初
期
チ
ェ
ッ

ク
リ
ス
ト
」
の
ペ
ー

ジ
も
あ
る
。
し
ば
ら

く
は
、
こ
の
方
法
を

活
用
し
、
認
知
症
へ

の
理
解
を
広
め
て
い

き
た
い
。

Ｑ
駅
周
辺
の
治
水
状
況

と
冠
水
対
策
は
。

Ａ
豪
雨
時
に
一
部
で
冠

水
。
今
後
、
排
水
施

設
整
備
や
排
水
路
の

早
期
ご
み
除
去
等
で

対
応
す
る
。

【
不
採
択
】(

３
対
21)

▼
戸
田
東
小
・
東
中
一
貫

校
の
拙
速
な
決
定
を
し

な
い
こ
と
を
求
め
る
請

願

将
来
の
戸
田
市
の
教
育
の

た
め
に
大
変
重
要

今
議
会
の
文
教
・
建
設

委
員
会
で
報
告
が
あ
っ
た

戸
田
東
小
・
東
中
改
築
等

工
事
設
計
業
務
は
、
さ
ま

ざ
ま
な
問
題
点
に
対
し
て
、

執
行
部
の
配
慮
が
感
じ
ら

れ
る
基
本
設
計
で
あ
り
、

実
施
設
計
に
つ
い
て
も
、

今
後
、
さ
ら
に
Ｐ
Ｔ
Ａ
や

地
域
の
方
々
に
説
明
し
、

意
見
を
聞
き
な
が
ら
進
め

て
い
く
と
の
答
弁
も
あ
っ

た
。
今
回
の
東
小
・
東
中

の
改
築
は
、
学
校
施
設
の

老
朽
化
と
急
激
な
児
童
生

徒
増
に
よ
る
教
室
不
足
と

い
う
こ
と
か
ら
緊
急
に
対

策
を
講
じ
た
も
の
で
あ
り
、

今
後
数
十
年
に
わ
た
っ
て

行
わ
れ
る
で
あ
ろ
う
市
内

小
中
学
校
の
建
て
替
え
計

画
を
考
え
る
上
で
も
、
今

の
時
期
に
実
施
し
て
い
く

こ
と
は
、
将
来
の
戸
田
市

の
教
育
の
た
め
に
大
変
重

要
な
こ
と
で
あ
る
と
考
え
、

不
採
択
を
お
願
い
す
る
。

市
民
の
率
直
な
意
見
に
耳

を
傾
け
て

設
計
予
算
が
計
上
さ
れ

た
昨
年
６
月
議
会
の
委
員

会
記
録
で
は
、
委
員
は
共

通
し
て
、
何
の
説
明
も
な

い
ま
ま
補
正
予
算
で
唐
突

に
出
さ
れ
て
き
た
こ
と
、

情
報
発
信
と
い
う
部
分
で

問
題
が
あ
る
こ
と
な
ど
、

多
く
の
疑
義
が
出
さ
れ
て

い
た
。
請
願
者
は
、
こ
う

し
た
議
会
の
審
査
状
況
を

確
認
し
た
上
で
、
今
回
の

施
設
一
体
型
の
一
貫
校
建

て
替
え
に
お
け
る
決
定
過

程
が
、
議
会
に
対
し
て
も

市
民
に
対
し
て
も
不
備
で

あ
っ
た
こ
と
、
予
算
が
可

決
さ
れ
た
か
ら
と
い
っ
て
、

こ
の
ま
ま
計
画
が
進
め
ら

れ
て
は
な
ら
な
い
と
し
て

こ
の
請
願
を
提
出
さ
れ
た
。

市
は
、
こ
う
し
た
市
民
の

率
直
な
意
見
に
耳
を
傾
け
、

拙
速
な
決
定
を
行
わ
な
い

よ
う
求
め
て
賛
成
討
論
と

す
る
。

花
井 

伸
子
議
員

山
崎 

雅
俊
議
員

賛成討論

意
見
書(

議
員
提
出
議
案)

を
政
府
に
提
出

◇
埼
京
線
「
北
戸
田
駅
・

戸
田
駅
・
戸
田
公
園
駅
」

に
早
期
に
ホ
ー
ム
ド
ア
を

設
置
し
安
全
対
策
を
求
め

る
意
見
書

駅
ホ
ー
ム
か
ら
の
転
落

防
止
策
と
し
て
、
電
車
の

到
着
時
に
の
み
開
く
ホ
ー

ム
ド
ア
が
あ
れ
ば
、
全
て

の
利
用
者
の
転
落
を
防
ぐ

こ
と
が
で
き
る
。
特
定
の

駅
や
路
線
に
限
定
せ
ず
に
、

誰
も
が
安
心
し
て
公
共
交

通
機
関
を
利
用
で
き
る
よ

う
、
戸
田
市
内
３
駅
に
お

い
て
も
、
早
期
に
ホ
ー
ム

ド
ア
を
設
置
し
安
全
対
策

を
推
進
す
る
よ
う
強
く
要

望
す
る
。

反対討論

【
請
願
の
結
果
】

■キエーロの特長■ 

「庭でもベランダでも出来る」 
「バクテリアの力で分解」 
「ランニングコスト ゼロ」 
電気代ゼロ、特別な菌等不要 
「虫や臭いが気にならない」 
土の中に埋めるのがポイント 

「投入物の制限がほとんど無い」 
てんぷら油の廃油もOK 

※ ゼロ・ウェイスト……ごみの発生自体を減らすという考え方。
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総
括
質
問

一
般
質
問

委
員
会
の
審
査
か
ら

議
会
を
知
っ
ｔ
ｏ
ｃ
ｏ

総
括
質
問

一
般
質
問

委
員
会
の
審
査
か
ら

議
会
を
知
っ
ｔ
ｏ
ｃ
ｏ

シリーズ
Vol.9 議ぎかい会を  知っtoco

～ 聞きたい 知りたい議会のしごと ～

し と こ

Ｑ　議会だよりって、なあに？

Ａ. 議会で決まったことや議員が質問したこと
などを市民に知らせるための広報紙だよ。

Ｑ　題字の「とだ」は、
       誰が書いているの？

Ａ.市内の小学校 12 校と中学校６校で題字を書
いてもらう順番をまず決めて、その学校の
児童生徒たちに書いてもらっているんだよ。

Ｑ　年に何回発行しているの？

Ａ. ４回だよ。３月、６月、９月、12 月の定例
会が終わった後に発行しているんだ。　

Ｑ　表紙の写真は、
　　 どうやって決めているの？

Ａ. 撮影を希望する議会広報委員と議会事務局
職員が、同じ行事に行って写真を撮影。そ
の中から表紙にする写真を投票で決めてい
るんだ。

Ｑ　総括質問や一般質問の原稿は、
       誰が書いているの？

Ａ. 質問した議員が書いているんだ。原稿がで
きたら、答弁者に内容を確認してもらって
いるよ。

Ｑ　議会だよりって、
       どうやって届けられるの？

Ａ. 広報戸田市や市の配布物と一緒に各町会・
自治会に持っていくんだ。町会・自治会では、
それをまた細かく分けて、各家庭に届けて
いるんだよ。市内３駅や公共施設、大型店
舗などにも置かせてもらっているよ。

Ｑ　「ほっとコ～ナ～」は、
       誰が書いているの？

Ａ.議会広報委員だよ。内容は自由で、「ほっと」
一息と、熱い「ホット」から名付けたんだ。
読者からは「心が和みます」という感想を
いただいたよ。

（題字の色）

とだ とだ
　　（３月定例会）　　　　　  （６月定例会）

とだ とだ 
　    （９月定例会）　　      　（１２月定例会）

№１９６の題字

№１９６の表紙写真

C 中学校

D 小学校

B 小学校

A 小学校

議会広報委員会で決定

議会だより
HOT ほっ

とだ議会だより

とだ議会だより

市役所 町会・自治会 各家庭

ー 議 会 だ より の 疑 問 ー 今回は、今、読んでいる「とだ議会だより」について知っｔｏｃｏ！

とだ議会だより No.196とだ議会だより No.196

23 22

▲ゲラ刷りをチェックする議会広報委員会
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（
掲
載
し
た
写
真
を
差
し
上
げ
ま
す
。
詳
し
く
は
議
会
事
務
局
ま
で
）

本
紙
は
環
境
に
配
慮
し
、
再
生
紙
と
「
大
豆
油
イ
ン
キ
」
を
使
用
し
て
い
ま
す
。

24

ぁ
ば
、
原
稿
、
頑

張
っ
て
ね
”
と
、

携
帯
か
ら
流
れ
る
孫
の

応
援
メ
ッ
セ
ー
ジ
に
、

「
は
い
は
い
」
と
う
な
ず

き
な
が
ら
、
深
夜
ま
で
原
稿
と
格
闘
。

ほ
っ
と
な
気
分
に
な
れ
た
瞬
間
で
し

た
。
励
ま
し
の
言
葉
は
、
人
を
元
気
に

し
ま
す
ね
。　
　
　

             （
I
）

年
度
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

そ
そ
っ
か
し
い
私
は
、
慎
重

に
取
り
組
ん
で
い
る
つ
も
り
が
、
う

っ
か
り
が
多
く
反
省
の
毎
日
。
ど
う

し
た
ら
こ
の
性
格
直
せ
る
の
か
な

ー
。
私
の
人
生
、
反
省
と
努
力
の
繰

り
返
し
。
皆
さ
ん
に
迷
惑
か
け
な
い

よ
う
頑
張
り
ま
す
。           (

花)

京
２
０
２
０
ま
で
３
年
余
り
。

戸
田
に
ボ
ー
ト
選
手
の
キ
ャ

ン
プ
は
、
や
っ
て
く
る
だ
ろ
う
か
？

聖
火
リ
レ
ー
は
56
年
ぶ
り
に
戸
田
橋

を
渡
る
だ
ろ
う
か
？
人
生
２
度
目
の

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
。
市
民
全
体
で
楽
し

み
た
い
で
す
ね
。              (

山)

人
議
員
と
し
て
何
事
も
初
め

て
の
経
験
。
反
省
し
な
が
ら

前
進
す
る
の
み
で
す
。
小
中
学
校
の

卒
業
式
に
参
列
し
、
自
分
の
子
供
の

頃
を
思
い
出
し
て
い
ま
し
た
。
時
代

は
変
わ
っ
て
も
、
卒
業
式
は
い
つ
も

厳
か
で
、
涙
が
出
る
の
は
な
ぜ
で
し

ょ
う
か
？   　

                 (

Ｅ)

の
十
数
年
間
、
キ
ー
ボ
ー
ド

に
慣
れ
て
い
た
私
が
、
議
会

で
は
手
書
き
メ
モ
魔
に
。
メ
モ
し
た

こ
と
を
夜
に
な
っ
て
振
り
返
り
、
一

日
も
早
く
伝
え
た
く
て
ブ
ロ
グ
や
フ

ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
に
書
く
日
々
で
す
。

手
書
き
は
記
憶
力
向
上
に
良
い
と
実

感
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

(

林)

〒335-8588　戸田市上戸田 1丁目 18 番 1 号
メール  gikaijimu@city.toda.saitama.jp
ホームページ　http://www2.city.toda.saitama.jp/gikai/

発行・戸田市議会　編集・議会広報委員会
TEL ・048-441-1800（代）FAX・048-433-2212戸田市

ば

東新こ 新

題字を書いてくれた人議会日誌

１
月

２
月

３
月

表紙写真撮影：浅生和英議員

６月定例会の予定
※ 日程は変更になる場合があります。

気軽に市役所へ傍聴においでください。

5 月 29 日 ( 月 )　　本会議 ( 開会、議案説明 )
6 月　2 日 ( 金 )　　本会議 ( 質疑、請願の提出、
                                          委員会付託 )
　     5 日 ( 月 )
　     6 日 ( 火 )　　
　     8 日 ( 木 )
　     9 日 ( 金 )
　   12 日 ( 月 )　　常任委員会
　   13 日 ( 火 )　　特別委員会
　   20 日 ( 火 )　　本会議 ( 委員長報告、討論・採決、    
                                    閉会 )

本会議 ( 一般質問）

何回も練習して書きました。特に、２つの文
字のバランスと、元気よく書くことに心がけま
した。大変だったけれど、楽しかったです。

笹目東小学校　６年　遠
お ん だ

田　克
かつひろ

洋さん

16 日　議会広報委員会
18 日　新潟県柏崎市議会視察来庁／三重県松阪市議会視察来庁
22 日　戸田市議会議員一般選挙告示
23 日　兵庫県たつの市議会視察来庁
24 日　県議長会役員会
29 日　戸田市議会議員一般選挙投開票

  ６日～８日　２月臨時会　本会議 ( 初議会 )
  9 日　蕨戸田衛生センター組合議会議会運営委員会／
            全国議長会評議員会
10 日　戸田競艇組合議会議会運営委員会／
            市議会議員共済会代議員会
13 日　議会運営委員会／常任委員会 ( 総務／文教・建設／
            健康福祉／市民生活）
14 日　蕨戸田衛生センター組合議会／議会基本条例研修会
15 日　議会広報委員会／戸田競艇組合議会
16 日　県市議会議長会議員行政研修会
20 日　本会議 ( 開会、施政方針、議案説明 ) ／議会運営委員会
21 日　本会議 ( 議案説明 ) ／議員互助会役員会
23 日　戸田競艇組合議会／蕨戸田衛生センター組合議会
24 日　議会モニター委嘱状交付式

  2 日　本会議（総括質問）／議会広報委員会
  3 日　本会議（議案質疑）／委員長会議／議会運営委員会
  5 日　市議会知っ toco ツアー実施
  ６日～９日　本会議（一般質問）
  ７日、９日　議会運営委員会
10 日、13 日　常任委員会（総務／文教・建設／健康福祉／
　　　　　　　市民生活）
14 日　議会運営委員会／本会議／常任委員会（総務／
            文教・建設／健康福祉／市民生活）
15 日　常任委員会（総務／文教・建設／健康福祉）
16 日　特別委員会（交通対策／議会改革）／議会運営委員会／
            議員互助会役員会
22 日　「戸田市議会災害対策支援本部」設置訓練
24 日　本会議（委員長報告、討論、採決）／議会運営委員会／
            議会広報委員会

"


